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教
育
の
公
平
性
の
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念

H

教
育
の
公
平
性
の
理
念

教
育

の
公
平
性
は
教
育
権

の
平
等
と
教
育
機
会
の
均
等
と
い
う
二

つ
の
基
本

的
側
面
か
ら
な
る
。

「教
育
権

の
平
等
」
と
は
政
治
、
経

済
領
域

に
お
け
る
平
等

の
権
利
が
教
育
領
域
ま
で
延
長
し
た
も
の
で

あ
る
。
教
育
を
少
数
の
人
々
の
特
権
と
見
な
す
歴
史
的
段
階
を
乗
り

越
え
、

教
育

を
平
等
に
受
け
る
権
利
を
基
本
的
人
権
と
す
る
こ
と

は
、
現
代

に
お
け
る
教
育

の
基
本
的
価
値
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

通
常

「教
育
機
会
の
均
等
」

の
評
価
基
準
と
判
断
指
標
は
、

「各

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
学
校
教
育
を
受
け
る
学
生
の
全

学
生
数

に
占
め
る
割
合
が
、
当
該

の
エ
ス

ニ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
同

一
年
齢

の
人
口
に
お
い
て
占
め
る
割
合
と
同
じ
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
」
と

い
う
も
の
だ
。
教
育
機
会
は
性
別
、
人
種
、
地
域
、
階

層
が
異
な

っ
て
も
同
じ
よ
う
に
得
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
世
界
の
大
多
数
の
国
家
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国

の
教
育
の
公
平

性
に
お
け
る
主
な
問
題
は
教
育
機
会
の
均
等

で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、

「教
育
機
会

の
均
等
」

へ
の
理
解
は
、
依
然
と
し
て
次
の
よ
う

な
公
平
観
の
違

い
に
よ
る
制
限
を
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

ω

す

べ
て
の
児
童
が
最
低
年
限

の
教
育

を
受
け
る
こ
と

の
保

障
、
出
発
点
に
お
け
る
公
平
性

の
強
調
。

こ
れ
は
経
済
的
合
理
性
と

教
育

の
効
率
を
特
に
重
視
し
た

エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
も

の
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
標
は
国
民
に
能
力
に
見
合
う
教
育
を
受

け
さ
せ
、
能
力
に
見
合
う
仕
事
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

②

人
々
が
異
な
る
教
育
ル
ー
ト
を
歩
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う

中国における高等教育の不平等とその是正131



機
会
の
均
等
、

つ
ま
り
教
育
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
公
平
な
扱

い
を
受

け
る
と

い
う
、
プ

ロ
セ
ス
の
公
平
性

の
重
視
。
こ
れ
は
学
生
の
能
力

や
関
心

に
関
わ
ら
ず
、
み
な
に
平
等

の
教
育
機
会
を
与
え
る
べ
き

で

あ
る
と

い
う
こ
と
を
追
求
す
る
。
高
校
、
大
学
の
規
模
を
で
き
る
限

り
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

一
種

の
民
主
主
義
に
基
づ
く

公
平
観

で
あ
る
。

③

個
々
の
特
性
を
生
か
し
、

一
人
ひ
と
り
に
希
望
す
る
教
育
を

受
け
さ
せ
ら
れ
る
教
育
制
度
。
こ
れ
は
生
涯
教
育
化
お
よ
び
生
涯
学

習
化
と

い
う
社
会
的
流
れ
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自
己
実
現
で
き

る
制
度

を
完
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
育
の
結
果

の
平
等
を

目
指
す

こ
と
に
重
点
を
お
く
、

一
種

の
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く

本
質
的
平
等
論
で
あ
る
。

現
実

の
社
会
発
展
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
三
種
類
の
公
平
観
は
お
お

む
ね
教
育

の
公
平
性

に
関
す
る
異
な
る
発
展
段
階
に
対
応

し
て
お

り
、
あ
る
種
の
漸
進
的
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
発
展
の
初
期
段
階

に
お
い
て
は
、
「教
育
機
会

の
均
等
」

の
原
則
を
貫
く

こ
と
、
そ
し

て
最
も
重
要
な
こ
と
は
義
務
教
育
を
普
及
さ
せ
、
児
童
の
教
育
を
平

等
に
受
け

る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
教
育
が

一
応

の
普

及
を
見
た
後
、
追
及
す

べ
き
は
教
育
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
公
正
な
待

遇
と
よ
り
高
度
な
教
育

の
質
、

つ
ま
り
教
育

の
質

の
追
求
で
あ
る
。

中
国
の
農
村
地
域
で
は
、
九
年
間

の
義
務
教
育

の
普
及
、
確
立
は
な

お
基
本
的
な
課
題
で
あ

る
。
し
か
し
、
す

で
に
義
務
教
育
が
お
お
む

ね
普
及
し

て
い
る
都
市

部
、
東
部
、
中
部
地
域

で
は
、
入
学

の
た
め

の
競
争
は
高
校
段
階
や
高
等
教
育

へ
移
行
し

て
お
り
、
プ

ロ
セ
ス
の

公
平
性

の
問
題
も
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
。

し
か
し
、
結
果

の
平
等

は
中
国
だ
け
で
な
く
、
先
進
国
に
お
い
て
も

い
ま
だ
実
現
で
き
て
い

な
い
教
育

の
理
想
で
あ
る
。

口

新
中
国
に
お
け
る
教
育
の
公
平
性
の
歴
史

一
九
四
九
年
以
降
、
新
中
国
成
立
初
期

の
教
育
は
解
放
区
の
教
育

方
針
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
あ
り
、
教
育

の
平
等

の
価
値
を
十
分
に

重
視
し
、
教
育
が
多
く
の
人
々
に
開
か
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
幹
部
教
育
、
余
暇
教
育
、
労
働
者
農
民
短
期
養
成
学
校
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
ル
ー
ト
を
通
し
て
、
多
く

の
労
働
者
や
農
民
が
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は

マ
ル
ク

ス
主
義
と
公
平
性
を
追

求
す
る
社
会
主
義
の
理
想
か
ら
き
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
公
民

一
人
ひ
と
り
に
平
等

の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
と

い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
事
実
は
ま
た
別
の
事
実
を
覆

い

隠
し
て
い
る
。

つ
ま
り
階
級
闘
争
理
論
か
ら
出
発
し
て
い
る
当
時

の

公
平
政
策
は
、
労
働
者
や
農
民

の
子
女

に
教

育
を
受
け
る

「優
先

権
」
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
い
わ
ゆ
る

「階
級
内

の
平
等
」
を
実

行

し
た
が
、

「非
労
働
人
民
」

の
子
弟
に
対

し
て
は
差
別
を
含
ん
だ

方
法
を
用
い
て
、
公
民
が
平
等

に
教
育
を
受

け
る
権
利
を
侵
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
お
よ
び
文
化
大
革
命

の
期
間
、
出
身

家
庭
や
政
治
基
準
を
強
調
し
た
た
め
、
各

レ
ベ
ル
の
学
校
に
お
い
て

労
働
者
、
農
民

の
子
弟
が

一
貫
し

て
安
定
し

た
比
率

を
占
め
て
き
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た
。
こ
れ
は
主
に
政
治
の
力
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各

集
団
の
家

庭
的
影
響
、
文
化
資
本
、
学
業
成
績
と
い
っ
た

一
般
的
な

理
由
に
よ

る
も

の
で
は
な

い
。

一
九
五
四
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全

国
の
小
学
校
に
お
け
る
労
働
者

や
農
民
出
身
の
学
生
は
八
二
%
を
占

ム　
　

め
、
中
学
生
、
高
校
生
に
お
い
て
は
六
〇
%
を
占
め
て
い
る
。
大
学

生
に
お

い
て
労
働
者
農
民
の
子
弟
が
占
め
る
割
合
は
、

一
九
五
二
年

で
は
二
〇

・五
%
、

一
九
五
八
年

の
大
学
の
新
入
生

に
お
い
て
労
働

者
、
農
民

の
子
弟
が
占
め
る
割
合
は
五
五
・
二
八
%
、

一
九
六
五
年

ムワ
む

に
は
七

一
・
二
%
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
労
働
者
や
農

民
家
庭
出
身

の
北
京
大

学

の
学
生
は
、

一
九
五
七
年
は
三
〇
・八
%
、

一
九
六
〇

年
は
六

四
・八
%
、

一
九
六
四
年

は
四

一
・五
%
で
あ
る
。
文
化
大
革

命
の
期
間

に
お
い
て
は
、

一
九
七
四
年
が
最
も
高

い
割
合

で
あ
り
、

ハヨ
　

七
八
・六

%
に
も
達
し
て
い
る
。

そ
の
他
、

一
九
五
〇
年
代
初
め
か
ら
、
工
業
化
を
迅
速
に
達
成
す

る
と
い
う

目
標
を
め
ぐ

っ
て
、
普
及
型

の
大
衆
教
育
と
専
門
家
の
養

成
を
主
と

す
る
エ
リ
ー
ト
教
育
が
激
し
く
衝
突
し
た
。
毛
沢
東
は
ソ

連
か
ら

そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
た
正
規
化
さ
れ
た
教
育
に
対
す
る

反
感
を
隠

さ
ず
、
都
市
化
さ
れ
た
進
学
志
向
の
教
育
を
強
烈

に
批
判

し
た
。

そ
の
上
、

一
九
五
八
年
と

一
九
六
六
年

の
二
度
に
わ
た

っ
て

「教
育
革

命
」
を
起

こ
し
た
。
毛
沢
東

の
教
育
革
命

は
多
く

の
複
雑

な
側
面

を
含

ん
で
お
り
、
政
治
機
能

の
極
度

の
強
調
と
誇
張
以
外

に
、
そ

の
核
心
的
な
価
値
の

一
つ
は
教
育

の
公
平
性
に
対
す
る
関
心

で
あ

っ
た
。
高
等
教
育
の
発
展
に
重
点
を
置
く
と
い
う
当
時

の
方
針

と
は
異
な
り
、
毛
沢
東
は
教
育
が
農
村
、
基
層

に
向
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
強
く
主
張
し
、
労
働
人
民
の
子
弟

に
教
育
の
権
利
が

い
き

わ
た
る
よ
う
強
調
し
た
。
文
化
大
革
命
中

の
教
育
の
公
正
性
を
求
め

た
実
践
と
し
て
、
各
レ
ベ
ル
の
学
校
に
お
け
る
試
験
制
度

の
廃
止
、

試
験
免
除
に
よ
る
大
学

へ
の
推
薦
入
学
、
実

践
経
験

の
あ
る

「工
農

兵
学
員
」
(労
働
者

・
農

民

・
兵
士
出
身

の
学
生
)

の
招
集

が
あ

る
。
大
学

は

「開
門
辮
学
」

(社
会
に
門
戸

を
開
い
た
学
校
運
営
)

を
実
施
し
、
社
会

の
中
で
労
働
、
農
業
、
軍
事
を
学
び
な
が
ら
教
育

ハ
　

　

を
受
け
さ
せ
、
「七
二

一
大
学
」
を
通
し
て
、
実
践
経
験

の
あ
る
労

働
者
の
中
か
ら
技
術
者
を
育
成
し
た
。
農
業
学
校
な
ど
を
農
村

に
移

し
、
医
薬
学
校

で
は
農
村

で
必
要
な

「裸
足

の
医
師
」
(衛
生
員
)

を
育
成
さ
せ
る
な
ど
し
た
。

毛
沢
東

の
教
育

の
理
想
は
あ
る
種
の
合
理
的
な
価
値
を
持

っ
て
い

た
が
、
毛
沢
東
は
知
識
人
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

ま
た
政
治
批
判
、
大
衆
運
動
に
よ
る

「革
命
」
的
方
法
を
用
い
て
教

育
改
造
を
推
し
進
め
た
。
こ
れ
が
十
分
に
粗
暴

で
破
壊
性
を
持

っ
た

も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易

に
見

て
と
れ

る
。
最
も
典
型
的
な

の

は
、
学
校

の
試
験
制
度
と
大
学
入
試
制
度
を
廃
止

し
、
「革
命
」

の

手
段
を
使

っ
て

「文
化
資
本
」
の
蓄
積
を
打
破
し
、
労
働
者
や
農
民

の
文
化
的
劣
勢

の
立
場
を
変
え
よ
う
と
試
み
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
ら
の
努
力
は
あ
き
ら
か
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
毛
沢
東
が
相
対
的

に
言
え
ば
最
も
公
平
で
あ
る
統

一
試
験
制
度

を
否
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
試
験
免
除

の
推
薦
制
度

は
次
第
に
権
力

の
取
引

へ
と
変
化
し
、

中国における高等教育の不平等とその是正X33



多
く
の
人
々
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
損
ね
た
。

一
九
七
六
年
以
降
、
文
化
大
革
命
が
否
定
さ
れ
そ
の
混
乱
が
鎮
ま

り
、
血

統
や
出
身
家
庭
に
よ
る
教
育
差
別
が
二
度
と
存
在
し
な

い
よ

う
に
、
試
験
制
度
を
核
と
し
、
学
力
を
基
準
と
す
る
公
平
な
競
争
制

度
が
新

た
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
国
公
民

の
教
育
を
平
等

に
受
け

る
権
利
は
法
律

に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一

九
九
五

年
九
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

「中
華
人
民
共
和
国
教
育

法
」

の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「公
民
は
民
族
、
人
種
、
性
別
、
職
業
、

財
産
、
宗

教
信
仰
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
、
法
に
基
づ
き
教
育
を
平
等

に
受
け

る
機
会
を
有
す
る
」
、
「教
育

を
受
け
る
者

は
、
入
学
、
進

学
、
就

業
な

ど

の
面

に
お

い
て
法

に
基

づ
く
平
等
な
権
利
を
有

バ
　
　

す
る
」

と
さ
れ
る
。
教
育

の
公
平
性

の
基
本
的

テ
ー
マ
は
、
教
育
権

の
平
等

か
ら
、
教
育

の
普
及
と
拡
大
を
通
じ
て
教
育
機
会

の
均
等
を

求
め
る
も
の
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。

「点
数

の
前
で
は
み
な
平
等
」
と
い
う
形
式
的
な
平
等
の
陰
で
、

「文
化
資

本
」
、
「社
会
資
本
」
に
基
づ
く
階
層
格
差
が
現
れ
始
め
、

高
等
教
育

に
お
け
る
労
働
者
や
農
民
の
子
女

の
割
合
は
次
第

に
低
下

し
て
い

っ
た
。
例
え
ば
、
北
京
に
あ
る
八
か
所

の
高
校
で

一
九
八
〇

年
に
入
学

し
た
新
入
生

の
家
庭
背
景
に

つ
い
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査

を
行

っ
た
と

こ
ろ
、
父
親

の
職
業
が
農
民

で
あ
る
学
生

は
二
〇
・

二
%
、
労
働
者
は
二
五

・○
%
、
幹
部
は

一
五
・五
%
、
専
門
技
術
者

ム　
　

は
三
九

・
三
%
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

一
九
八
二
年
、

胡
建
華
ら

が
南
京
大
学
、
南
京
師
範
大
学
の
在
校
生
に
対
し
て
行

っ

た
調
査

に
よ
れ
ば
、
父
親
が
農
民
で
あ

る
学

生
は
全
校
生

の
二
二
・

ハ
　
　

七
%
、
労
働
者

の
子
女
は
四
〇
・○
%
で
あ

っ
た
。
北
京

の
入
試
担

当
部
署
の
統
計

に
よ
れ
ば
、

一
九
九
〇
年

に
北
京

で
入
学
許
可
書
を

手
に
し
た
新
入
生

一
万
七
二
四
八
人

の
う
ち
、
幹
部
、
軍
人
、
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
の
子
女
は
七
八
・○
%
、
労
働
者
や
農
民
の
子
女
は
二

一
・

　ア
　

○
%
で
あ

っ
た
。

一
九
七
八
年
以
降
、
改
革
開
放
か
ら
の
三
〇
年
に
わ
た
り
、
中
国

の
教
育
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
、
全
国
に
お

け
る
九
年
間

の
義
務
教
育

の
普
及
率
は
九
五
%
以
上
に
達
し
、
中
国

に
お
い
て
義
務
教
育
期
間
に
あ
る
在
校
生

は
計
約

一
・七
億
人
、
小

学
生

は
約

一
・
一
億
人
、
中
学
生
は
約
六

四
七
〇
万
人
、
中
学
の
粗

入
学
率

は
九
五
%
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
高

校
生

は
四
〇
三

一
万

人
、
高
校

の
粗
入
学
率

は
五
二
・七
%
で
あ

っ
た
。
大
学
レ
ベ
ル
の

高
等
教
育

の
在
校
生
は
二
一二
〇
〇
万
人
、
粗

入
学
率
は
二

一
%
で
あ

る
。
こ
れ
は
世
界
最
大
規
模

の
基
礎
教
育
と
高
等
教
育
を
形
成
し
て

い
る
。
同
時
に
、
都
市
と
農
村
間
、
地
域
間
に
お
け
る
教
育

の
不
均
衡
は

拡
大
し
、
多
様
か
つ
深
刻
な
教
育
格
差
を
生

み
出
し
て
い
る
と
い
う

の
が
、
中
国
の
基
本
的
な
国
情
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
人
ロ
セ
ン
サ

ス
か
ら
○
・
一
%
の
サ
ン
プ

ル
を
抽
出
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析

で
は
、
中
国
の
教
育

の
不
均
衡
を
生
み
出
す
要
因
は
、
重
要
な
も
の

か
ら
並
べ
れ
ば
都
市
と
農
村
問
格
差
、
地
域
間
格
差
、
民
族
間
格
差

お
よ
び
性
別
間
格
差

で
あ
る
と
い
う
。
教
育
段
階
が
上
が
る
と
と
も
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に
、
各
要
因
の
格
差
も
拡
大
し
、
中

で
も
高
等
教
育
段
階

に
お
け
る

格
差
が
最
も
深
刻

で
あ
る
。
急
速
な
経
済
成
長
と
同
時
に
、
都
市
と

農
村
間
、
地
域
間
、
富
め
る
者
と
貧
し
い
者

の
間
の
格
差
が
拡
大
す

ム
　
　

る
と
い
う
問
題
も
現
れ
た
。
二
0
0

1
年
に
公
布
さ
れ
た

「全
国
教

育
事
業
第

一
〇
次
五
か
年
計
画
」
で
は
、
ま
ず
教
育
の
公
平
性
を
教

育

の
改
革

と
発
展
の

「指
導
思
想
と
基
本
原
則
」
と
し
、

「社
会
主

義
教
育
に
お
け
る
公
平
性
と
公
正
性
の
原
則
を
堅
持
し
、
不
利
な
境

遇
に
置
か

れ
て
い
る
人

々
の
教
育
問
題

に
い
っ
そ
う

の
関
心
を
注

ぎ
、
公
民

に
生
涯
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
」
こ
と
と

ム　
　

さ

れ

た
。

高
等
教
育
の
入
学
機
会
に
関
す
る

実
証
的
研
究

一
九
九
九
年
、
中
国
の
大
学
は
大
規
模
な
学
生
募
集
を
実
施
し
始

め
、
高
等
教
育
の
規
模
を
わ
ず
か
数
年

の
間
に
数
倍
に
し
た
。
も
と

も
と
二
〇

一
〇
年
に
達
成
す
る
予
定

で
あ

っ
た

「高
等
教
育

の
大
衆

化
」
の
目
標

(在
学
大
学
生
数
を

一
八
歳
か
ら
二

一
歳

の
人
口
の

一

五
%
に
す
る
)
は
、
二
〇
〇

二
年
に
早
く
も
実
現
し
て
し
ま

っ
た
。

二
〇
〇
三
年
、
本
科

・
専
科

の
在
校
生
数

は

一
一
〇
八
万
五
六
〇
〇

人
で
、

一
九
九
八
年

の
三
・
三
倍
、
学
生
募
集
数

は
三
八
二
万

一
七

〇
〇
人
で
、

一
九
九
八
年

の
三
・五
倍
、
大
学

レ
ベ
ル
の
高
等
教
育

粗
入
学
率

は

一
九
%
を
越
え
た

(表

1
参
照
の
こ
と
)。
二
〇
〇
六

年

に
は
中
国
の
大
学
レ
ベ
ル
の

高
等
教
育
の
粗
入
学
率
は
す
で

に
二

一
%
に
達
し
て
い
る
。

高
等
教
育
の
学
生
募
集
数
の

増
加
は
、
優
秀
な
人
材
を
多
数

供
給
し
、
大
学
入
試

の
狭
き
門

を
広
げ
、
就
労
圧
力
を
緩
和
さ

せ
る
の
に
役
立

つ
。
人
々
は
、

教
育
機
会
の
大
幅
な
増
加
は
教

育

の
公
平
性
に
つ
い
て
の
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
新
た
に
増
え
た
教
育
の
機

会
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
分

配
さ
れ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に

関
心
を
持

っ
て
い
る
。

こ
れ
と

同
時
に
、
大
学
で
実
施
し
て
い

る
高
額

の
学
費
徴
収
政
策
は
、

大
学
に
膨
大
な

「貧
困
学
生
」

階
層
を
出
現
さ
せ
、
高
等
教
育

の
公
平
性
は

つ
い
に
人
々
が
強

い
関
心
を
抱

く
社
会

問
題

に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

高
等
教
育

に
お
け
る
入
学
機

単位 二万人
1990年代以降の大学における学生募集の増加状況表1

1990 1995 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

本科生、専科生募集数

前年比増(%)

・1:・

2.01

92.59

2.9

108.36

8.3

159.68

47.4

220.61

31.45

268.28

21.61

320.50

19.46

382.17

19.24

420.00

9.9

大学院生募集数

前年比増(%)

粗 入学率(%)

3.0

3.45

3.5

5.11

0.39

7.2

7.25

13.82

9.8

9.2

21.38

10.5

12.85

39.32

11.5

16.52

28.56

13.3

20.26

22.65

15.0

26.89

32.7

17.0

32.63

21.35

19.0

出所:『 中国教育統計年鑑』各年版、人民教育出版社。
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会
の
格

差
は
主
に
都
市

・
農
村
問
格
差
、
階
層
間
格
差
、
性
別
間
格

差
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
本
節

で
は
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
て
お

こ
う
。

H

高
等
教
育
に
お
け
る
入
学
機
会
の
都
市

・
農
村
間
格
差

実
証

研
究
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
高
等
教
育
に
お
け
る
入
学

機
会
を
め
ぐ
る
都
市

・
農
村
間
格
差
は
悪
化
か
ら
改
善

の
プ

ロ
セ
ス

を
経
て
き
た
。

農
村

に
は
初
等
教
育
を
受
け
て
き
た
膨
大
な
人
々
が
い
る
た
め
、

長
い
間
農

村
の
大
学
入
試
志
願
者
数
は
都
市
よ
り
多
か

っ
た
。
し
か

し
、
募
集
枠

の
拡
大
に
前
後
し
て
、
都
市

の
大
学
志
願
者
数
に
は
大

き
な
変
化

が
起
こ

っ
た
。

一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇

一
年
ま
で
、
都

市

に
お

け
る
大
学
志
願
者
数

の
増
加
率

は
農
村
を
は
る
か
に
上
回

り
、

一
九

九
九
年

の
都
市

に
お
け
る
志
願
者
数
の
伸
び
幅

は
農
村
の

四
倍
、

二
〇
〇
〇
年

で
は
農
村

の
三
倍
強

で
あ

っ
た
。
X
10
0

1

年
、
都
市

の
大
学
志
願
者
数

は
二
二
七
・五
万
人
、
農
村

の
大
学
志

願
者
数

は
二
二
五
・八
万
人
で
、
都
市

の
全
受
験
者
数
が
農
村

の
受

験
者
数

を
超
え
る
と
い
う
現
象
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
そ

れ
ぞ
れ

一
九
九
〇
年

の
二
・
一
二
倍
と

一
・四
三
倍
で
あ

っ
た
。

こ
の

段
階

に
お
い
て
、
新
た
に
拡
大
し
た
高
等
教
育

に
お
け
る
増
加
分

の

多
く
は
都
市
部
の
学
生

の
も
の
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

X
10
0

1
年
よ
り
、

一
万
人
当
た
り
の
大
学
志
願
者
数

に
お
け
る

都
市
と
農
村
間
の
比
率

は
改
善
に
向
か
い
始
め
た
。
二
〇
〇
二
年
よ

り
農
村
の
志
願
者
数

の
絶
対
値
と
伸
び
幅
は
と
も
に
再
び
都
市
を
超

え
た
。
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇

一
年
は
都
市

・
農
村
間
格
差
を
改
善
す

る
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
中
国
に
お
け

る
都
市
と
農
村

の
人
口
構
造

に
歴
史
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
主
な
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
以
降
、

中
国
の
非
農
業
人
口
は
毎
年

一
千
万
人
前
後
増
加
し
て
お
り
、
農
業

人

口
が
占
め
る
割
合
は
年
々
減
る

一
方
で
あ

る
が
、
絶
対
数
で
は
依

然
と
し
て
上
昇

の
傾
向
を
呈
し
て
き
た
。
そ

の
中
で
、
二
〇
〇

一
年

は

一
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
農
業
人
口
は
そ
の
割

合
に
お
い
て
減
少
傾
向
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
年
か
ら
絶
対
数

に
お
い
て
も
減
少
を
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
大
学
志
願
者
数

の
都
市
と
農
村
の
割
合
に
転
換

が
生
じ
た
主
な
原
因
と
な

っ
た
。
農

村
人

口
の
持
続
的
減
少
と
と
も
に
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
維
持
さ
れ

ム
リ
　

続
け
る
だ
ろ
う
。

大
学
の
募
集
数
が
拡
大
し
た
結
果
、
農
村
出
身
の
学
生
の
入
学
機

会
は
大
幅

に
増
え
た
。
上
海
教
育
科
学
研
究

院
の
胡
瑞
文
教
授

の
資

料
に
よ
れ
ば
、
「募
集
数
拡
大
以
前

の

一
九
九
八
年
、
農
村

の
若
者

の
大
学
入
学
者
数
は
四
〇
万
人
で
、
そ
の
年

の
全
募
集
数

の
三
七
%

を
占
め
た
。
し
か
し
募
集
数
拡
大
後
の
二
〇
〇
四
年
、
農
村
の
若
者

の
大
学
入
学
者
数

は
二
三
〇
万
人

で
、
そ

の
年

の
全
募
集
数

の
五

一
%
を
占
め
た
。
わ
ず
か
六
年

の
間
で
、
農
村
出
身
の
大
学
入
学
者

数
は
四
倍
強

に
増
え
た
上
、
初
め
て
都
市
出
身

の
大
学
入
学
者
数
を

ム
け
　

超

え

た
」

と

い
う

。
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マ
ク

ロ
統
計
か
ら
見
れ
ば
、
近
年
高
等
教
育
の
入
学
機
会
に
お
け

る
都
市
と
農
村
間

の
格
差
は
縮

小
し
て
い
る
。
し
か
し
、
高
等
教
育

の
入
学
機

会
に
お
け
る
都
市
と

農
村
間

の
格
差

は
表
面
的
、
数
量

的
、

マ
ク

ロ
的
な
不
均
衡
か
ら
、
潜
在
的

で
根
の
深
い
不
均
衡

へ
と

転
換
し

つ
つ
あ
る
。
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の

学
生
の
分
布
が
そ
れ
を
具
体
的

に
示
し
て
い
る
。

高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
に
現
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
は
お
お
む
ね
次

の
と
お

り
で
あ
る
。
国
家
重
点
大
学
で
は
、
比
較
的
高

い
文
化
資

本
、
経
済
資
本
お
よ
び
社
会
資
本
を
持

つ
優
位
な
社
会
階
層

の
子
女

が
大
き
な
占
有
率
を
占
め
て
お
り
、
農
村
出
身

の
学
生
お
よ
び
弱

い

立
場
の
子
女
は
減
少
し
つ
つ
あ

る
。
教
育
環
境
、
教
育

の
質
が
比
較

的
劣
勢
に
あ
る
地
方
の
大
学
に
農
村
出
身

の
学
生
が
最
も
多
く
集
ま

る
と
同
時

に
、
「貧
困
学
生
」
も
ま
た
集
中
し
て
い
る
。
高
等
職
業

学
校
や
民
営
大
学
で
は
、
学
費
が
か
な
り
高
額
で
あ
る
た
め
、
新
入

生

の
供
給
源
は
主
に
地
方
都
市
や
町
か
ら
来
た
学
生
で
あ
る
。

教
育
に
関
す
る
各
種
統
計

で
、
在
校
生
が
都
市
と
農
村
の
ど
ち
ら

に
属
し
て
い
る
の
か
を
示
す
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、

一
部
の
大
学

で

行

っ
た
調
査
か
ら
全
体
を
判
断
す
る
し
か
な
い
。
清
華
大
学
、
北
京

大
学
、
北
京
師
範
大
学
な
ど
の
国
家
重
点
大
学
に
お
い
て
、

一
九
九

〇
年
代
以
降
合
格
し
た
新
入
生

の
中
で
、
農
村
出
身

の
学
生
の
割
合

は
下
降
傾
向
に
あ
り
、
清
華
大
学
、
北
京
大
学
の
新
入
生

に
お
け
る

農
村
出
身
学
生
の
割
合
は

一
九
九
八
年
に
比

べ
三
%
前
後
低
く
、
北

京
師
範
大
学
で
は
八
%
下
降
し
て
い
る

(表
2
参
照
)
。

1990年代以降の清華大学 ・北京大学 ・北京師範大学の

新入生における農村出身学生の割合

表2

清華大学 北京大学 北京師範大学

募集数 農村出身学生 募集数 農村出身学生 募集数 農村出身学生
年 (人) の割合(%) (人) の割合(%) (人) の割合(%)

1990 1,994 21.7 1,260 :1

1991 2,031 19.0 .. 1,358 40.0

1992 2,080 18.3 1,810 22.3 1,358 33.0

1993 2,210 15.9 910 18.5 1,403 36.0

1994 2,203 18.5 20.1 1,330 35.0

1995 2,241 20.1 2,089 20.9 1,470

1996 2,298 .. 2,164 19.6 1,495 29.0

1997 2,320 19.5 2,211 19.0 1,504

1998 2,462 20.7 2,240 18.5 1,472 30.9

1999 2,663 19.0 2,425 16.3 1,686 28.7

2000 2,929 17.6 2,001

2002 2,105 22.3

出所:張 玉林 ・劉宝軍 「中国的職業階層与高等教育」『北京師範大学学報(社 会科学版)』
2005年 第3期 、北京師範大学および2000年 清華大学のデータは衛宏論文 『我国城郷高

等教育機会均等的実証研究』北京師範大学教育学院、2003年 。
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重
点
学
校
に
お
け
る
農
村
出
身

の
学
生
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
経
験
と
符
合
し
て
い
る
。
近
年
、
新
た
に

増
加
し

て
い
る
農
村
出
身

の
大
学
生
は
主
に
重
点
学
校
で
は
な
い
地

方
の
大
学

に
分
布
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
河
北
科
技
大
学
の
新
入
生

の
中
で
農
村
出
身

の
学
生
が
占
め
る
割
合
を
み
る
と
、

一
九
九
八
年

の
五
四

・七
%
か
ら
二
〇
〇

一
年

に
は
六
〇
・八
%
ま
で
増
加
し
て
お

バ
ロ
　

り
、
六

%
増
え

て
い
る
。
河
北
省
唐
山
市
に
あ
る
三

つ
の
大
学

で

行
っ
た
学
生
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
村
出
身
の
学
生

の
割
合
は
二
〇
〇

〇
年

の
五
九
・五
%
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
は
六
三
・六
%
ま
で
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
農
村
出
身
の
学
生
の
二
九
%
は
国
家
レ
ベ
ル
、

省

レ
ベ
ル
の
貧
困
県

の
出
身

で
あ
る
。

一
方
で
、
都
市
や
県
、
鎮
か

ムロ
　

ら
来
た
学

生
の
割
合
は
減
少
し
て
い
る
。

口

高

等
教
育

に
お
け

る
入
学
機
会

の
階
層
格
差

一
九
九
〇
年
以
降
に
お
け
る
大
学
生
の
家
庭
背
景

の
分
布
と
変
化

は
、
中
国
国
内

の
研
究
者
が
行

っ
た
い
く

つ
か
の
調
査
か
ら
見
て
と

れ
る
。
謝
維
和
は

一
九
九
八
年
全
国
三
七
校
の
大
学

一
年
生

(
一
九

九
七
年
入
学
)
と
四
年
生

(
一
九
九
四
年
入
学
)
に
対
し
て
調
査
を

行

っ
て
お
り
、
そ
の
サ

ン
プ

ル
数
は
合
計
六
万
九
二
五
八
人
、
調
査

結
果
は
表

3
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
専
門
職
、
国

家
幹
部
、

管
理
職

の
子
女
が
占

め
る
割
合
は
三
二
・
八
%
、
労
働

者

・
農
民

の
子
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・八
%
と
三

一
・四
%
で
あ
り
、

四
種
類

の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
大
学
に
お
け
る
異
な
る
家
庭
背
景
を
持

つ
学
生
の
分
布
に
は
明
ら
か

な
差
異
が
あ
る
。

表
3
に
手
を
加
え
、
前

三

種
の
職
業
を
合
算
す
れ
ば
、

四
種
類

の
大
学
に
お
け
る
分

布
は
そ
れ
ぞ
れ
四

一
・
一
%
、

三
五
・九
%
、
二
九
・九
%
お

よ
び
二
二
・六
%
と
な
り
、

上
位
の
学
校
ほ
ど
割
合
が
高

く
な

る
。

一
方

で
、

労
働

者
、
農
民
の
子
弟
を
合
算
す

れ
ば
、
四
種
類

の
大
学
に
お

け

る
分
布

は
そ
れ
ぞ
れ

四

四
・九
%
、
五
〇
・三
%
、
五

三
・二
%
お
よ
び
六
二
・八
%

と
な
り
、
下
位
の
学
校
ほ
ど

割
合
が
増
え
る
。

度
門
大
学
教
育
学
院

の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
〇
四
年

に
陳
西
、
福
建
、
漸
江
、
湖

南
、
広
東
、
広
西
、
安
徽
、

上
海
な
ど
に
あ
る
三
四
校

の

大
学

で
調
査
を
行

っ
た
。
そ

単位:%
表31998年 に37大 学 で調査 した大学生の階層分布

国家幹部 専門職 管理職 個人経営者 労働者 農 民 軍 人 その他

全サンプル 11.7 12.7 8.4 4.4 20.8 31.4 0.7 9.9

国家重点大学 14.4 16.4 10.3 3.7 23.1 21.8 o.s 9.5

部および委員
会重点大学

12.6 14.4 8.9 5.0 19.5 30.8 0.5 8.3

普通大学 9.7 12.0 8.2 3.5 23.4 29.8 o.s 12.6

地方大学 9.5 7.1 6.0 5.6 17.2 45.6 0.6 8.4

出所:曽 満超編 『教育政策的経済分析』人民教育出版社、2000年 、268頁 。
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の
調
査

は
、
中

央

の
各
部
所
管

の
重
点
大
学
八
校
、
公
立
普
通
学

院

・
大
学

八
校
、
公
立
高
等
職
業
学
院

・
大
学

=

校
、
私
立
高
等

ハ　
　

職
業
学
院

・
大
学
三
校
、
独
立
学
院

四
校
が
含
ま
れ
、
有
効

ア
ン

ケ
ー
ト

は
七

二
六
四
部
で
あ

っ
た
。
こ
の
調
査
の
職
業
分
類
は
、
中

国
社
会

科
学
院
社
会
学
研
究
所

の
社
会
階
層
研
究

に
基
づ
く
も
の

で
、
全
部

で

一
〇
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
学
生

の
家
庭
背
景
の

違
い
に
よ
る
各
種
大
学
に
お
け
る
分
布
に

つ
い
て
は
表
4
を
参
照
し

て
ほ
し

い
。

こ
の
調
査

は

「輩
出
率
」
(当
該
階
層

の
在
学
生

の
割
合
、
そ
の

階
層
が
社
会

の
全
人
口
に
占
め
る
割
合

の
比
、

つ
ま
り
B
/
A
)
の

概
念
を
用

い
て
、
異
な
る
階
層

の
子
女
が
高
等
教
育

の
機
会
を
獲
得

す
る
格
差

を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
B
/
A
の
数
値
が

一
の
時
、

当
該
階
層

の
在
校
生
に
お
け
る
比
率
と
社
会
人
口
構
造
に
お
け
る
比

率
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

こ
れ
が
最
も
公
平
な
状

態
で
あ

る
。

調
査

が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
お
よ
び
社
会
管
理
者
、
経
営

者
、
私
営
企
業
主
、
専
門
技
術
者
、
個
人
商
工
業
者
と

い
う
五

つ
の

上
位
階
層

の
家
庭

の
輩
出
率
は
二
・
三
七
～
五
・九
%
で
、
お
お
む
ね

平
均
値

の
二
倍
か
ら
六
倍
と
な

っ
て
い
る
。
私
営
企
業
主
階
層
の
輩

出
率
は
最
も
高
く
、
五
・九
%
に
達
す
る
が
、
都
市
無
職
、
失
業
者

の
こ
の
比
率

は
最

も
低
く
、
○
・
四
六
%
と
な

っ
て
い
る
。
最
も
数

値
の
高

い
階
層
と
最
も
数
値

の
低

い
階
層

の
輩
出
率

の
差
は

=
二
倍

に
達
す

る
。

こ
れ
は
出
身
が
比
較
的
高

い
階
層

の
子
女
は
出
身
が
比

%単位
2004年 に34校 の大学で行った大学生の階層分布表4

社会階層全 全体の階部属 普通学院公立高等私立高等独立学院
の構成 サンプル 層輩出率重点大学 ・大学 職業学院職業学院 (B5)

(A) (B) (B/A) (B1) (Bz) ・大学 ・大 学

(B3) BQ>

1.国 お よび社会管理 者 2.1 8.2 3.90 11.5 6.6 5.7 9.7 10.9

2.経 営者 1.6 4.0 2.50 3.8 2.9 3.5 4.8 8.9

3.私 営企業主 1.0 5.9 5.90 4.3 3.5 2.0 10.7 17.7

4.専 門技術者 4.6 12.3 2.67 16.6 11.9 10.0 11.2 9.3

5.事 務員 7.2 6.0 1' 6.7 5.5 5.2 6.2 8.0

6.個 人商工業者 7.1 16.8 2.37 10.7 17.3 18.4 23.3 22.0

7.商 業サービス業従業員 11.2 5.7 0.51 4.2 5.5 7.0 6.0 6.1

8.産 業労働者 17.5 13.3 0.76 13.4 14.7 14.9 12.4 9.1

9.農 業労働者 42.9 25.5 0.59 27.3 29.5 30.6 12.6 6.3

10.都 市無職 、失業者 4.8 2.2 0.46 1.6 2.5 2.7 3.1 1.6

合 計 100.0 100.0 一 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出所:王 偉宜 「不同社会階層子女高等教育入学機会差異的研究」『民辮教育研究』2005年 第

4期 。
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較
的
低

い
階
層

の
子
女
に
比

べ
よ
り
多
く
の
入
学
機
会
を
持

っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
央

の
各
部
所
管

の
重
点
大
学
で
は
、
国
お
よ
び
社
会
管
理
者
、

専

門
技

術
者
階
層

の
輩
出
率

(勘
/

A
)
が
最
も
高

く
、
五
・
四

八
%
と

三
・六
%
に
達
し
て
お
り
、
階
層
輩
出
率

の
最
大
格
差

は
約

一
七
倍

で
、

こ
れ
は
国
家
幹
部
の
子
女
が
こ
れ
ら
の
重
点
大
学
に
進

む
機
会

が
都
市
無
職

・
失
業
者
の
子
女
の

一
七
倍

で
あ
る
こ
と
を
意

味
す

る
。
公
立

の
普
通

の
大
学

で
は
、
こ
の
格
差

は
七
倍

に
縮
ま

り
、
公

立
高
等
職
業
学
院

で
は
格
差
は
五
倍
で
あ
る
。
公
立
の
高
等

教
育

シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
階
層
格
差
は
主
に

ハ
イ
ク
ラ
ス
の
重

点
大
学

へ
の
入
学
機
会

の
獲
得
に
現
れ
て
い
る
。
私
営
企
業
主
階
層

の
輩
出
率

が
ど
れ
だ
け
高
く
と
も
、
そ
の
子
女
は
主
に
学
費

が
高

く
、
運
営
能
力
が
相
対
的
に
弱
い
民
営
大
学
や
独
立
学
院
に
分
布
し

て
い
る
。

表
4

の
職
業
分
類
を
合
算
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
社
会

の
上
位

の
階
層
、
中
間
階
層
と
下
位

に
あ
る
階
層

の
子
女
が
異
な
る
タ
イ
プ

の
大
学

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
四
階
層

(幹
部
、
経

営
者
、

私
営
企
業
主
お
よ
び
専
門
技
術
者
)
は
人
口
に
お
い
て
九
・

三
%
を

占
め
、
そ
の
子
女
は
大
学
生
の
中

で
三
〇
・六
%
を
占
め
て

い
る
。

こ
れ
は
人
口
に
占
め
る
割
合

の
三
倍

で
あ
る
。
中
間
階
層

(事
務
員
、
個
人
商
工
業
者
、
商
業
サ
ー
ビ

ス
業
従
業
員
)
の
分
布

は
比
較

的
理
に
か
な

っ
て
お
り
、
人
口
に
お
い
て
は
二
五
・五
%
、

大
学

に
お

い
て
は
二
八
・五
%
を
占
め
る
。

一
方
、
社
会

の
下
位
階

層

の
割
合

は
六
五
・
二
%
で
、
そ
の
子
女
が
大
学
在
学
生
に
占
め
る

割
合
は
わ
ず
か
四

一
%
で
あ
る
。
格
差
が
最
も
大
き
い
の
は
農
業
労

働
者

で
、
総
人
口
の
四
二
・九
%
を
占
め
る
農
業
労
働
者
階
層

の
子

女
が
大
学
で
占

め
る
割
合
は
二
五
・五
%
、
輩
出
率

は
わ
ず
か
○
・五

　
ロ
　

九
%
で
あ
る
。

調
査
校
、
サ

ン
プ
リ

ン
グ
方
法
、
統
計
基

準
な
ど
が
異
な
る
た

め
、

一
九
九
八
年
三
七
大
学
調
査
と
度
門
大
学

の
二
〇
〇
四
年
調
査

デ
ー
タ
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
こ
か
ら
お
お
よ
そ

の
傾
向
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
重
点
大
学
在

学
生
の
な
か
の
幹
部
、
経
営
者
の
子
女
の
割
合
は
増
加
の

一
途

に
あ

り
、
高
等
教
育
拡
大

の
恩
恵
を
最
も
受
け
て
い
る
階
層
で
あ
る
。
労

働
者
の
子
女
の
割
合
は
重
点
大
学
、
普
通
大
学
に
関
わ
ら
ず
と
も
に

減
少
し
て
お
り
、
最
も
深
刻
な
損
害
を
受
け

て
い
る
階
層
で
あ
る
。

農
民
の
子
弟

の
重
点
大
学
に
お
け
る
割
合
に
は
は
っ
き
り
し
た
変
化

が
見
ら
れ
な
い
が
、
普
通
学
院

・
大
学
に
お
け
る
割
合
は
下
降
し
て

い
る
。
一
連
の
研
究

が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
学
入
試
制
度

の
復
活

以
降
、
教
育
制
度
が
社
会
階
層
を
分
断
す
る
と
い
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
は

次
第

に
強
ま

っ
て
い
る
。
近
年

の
社
会
変
化

に
お
け
る
都
市
と
農
村

間

の
格
差
、
貧
富
の
間

の
格
差

の
拡
大
に
伴

い
、
大
学
の
在
学
生
内

の
階
層
格
差
は
次
第
に
拡
大
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
歴

の
階
層

レ
ベ
ル

に
お
い
て
、
多
く
の
文
化
資
本
、
社
会
資
本

を
備
え
た
上
位
の
階
層

が
よ
り
多
く

の
教
育
機
会
を
獲
得
し
て
い
る

の
に
対
し
、
農
民
や
労

too



働
者
の
子
弟

は
劣
勢
に
置
か
れ

て
い
る
。
大
学
生
が
ど

の
よ
う
な
専

門
学
科

を
選
ぶ

の
か
を
示
し
た
分
布
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
な
階
層

性
が
見

ら
れ
、
上
位
階
層

の
子
弟
が
経
済
、
管
理
、
法
学
な
ど
人
気

の
あ
る
専
攻

に
よ
り
多
く
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
労
働
者
、
農

民
な
ど
低

い
階
層

の
子
女
は
人
気

の
な
い
専
攻
を
よ
り
多
く
選
択
し

て
い
る
。

日

性
別
か
ら
見
る
高
等
教
育
の
入
学
機
会

一
九

四
九
年
以
降
、
中
国
の
各

レ
ベ
ル
の
学
校
に
お
け
る
女
性
の

割
合
は
年

々
上
昇
し
て
い
る
。
高
等
教
育

の
募
集
数
拡
大
後
、
中
等

教
育
と
高
等
教
育
に
お
け
る
女
性
の
増
加
は
よ
り
加
速
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
二
年

の
間
に
、
中
国
の
普
通
大
学
に
お
け

る
女
子
学
生

の
数
は
ち
ょ
う
ど
二
倍
に
増
え
、
全
学
生
に
占
め
る
比

ハ
ほ
　

重
で
も

三
八
・
ご
二

%
か
ら
四
三
・九
五
%
ま
で
増
え
て
お
り
、
毎
年

平
均

一
%
の
テ

ン
ポ

で
持
続
的
に
上
昇
し
て
い
る

(表
5
参
照
)。

二
〇
〇

四
年
、
中
国
の
普
通
大
学
に
お
け
る
女
子
学
生
は
す

で
に

六
〇
九

万
人
に
達
し
、
女
子
大
学
生
が
占
め
る
割
合

は
四
五
・七

%

で
あ
る
。
年
平
均

一
%
の
増
加
テ
ン
ポ
で
推
算
す
れ
ば
、
二
〇
〇
八

年
、
大

学

の
女
子
学
生

の
数
は
男
子
学
生
を
超

え
る
見
込

み
で
あ

る
。
中
国

の

一
部

の
地
域

(北
京
、
上
海
、
天
津
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、

新
彊
な
ど

の
地
域
)

の
女
子
大
学
生

の
数
は
す
で
に
男
子
学
生
を
超

え
て
い
る
。
女
性
が
受
け
る
高
等
教
育

の
質
、
量
と
も
に
増
え
て
い

る
。
女
子
大
学
生
の
学
問
分
野
は
広
が
り
続
け
、
も
は
や
伝
統
的
な

中国の各教育レベルの在学生における女子学生の割合

単位:%

表5

小学校 普通中等学校
高等学校本科
・専科 大学院

1950 27.95 26.52 21.20

1960 34.08 31.20 24.50

"1 44.56 39.58 23.44 11.80

1990 46.20 41.87 33.70

1995 47.30 44.82 35.41 27.58

・.; 47.63 45.67 38.31 31.62

2000 47.60 46.17 40.98 33.35

2002 46.70 43.95 37.33

出所:『 中国教育統計年鑑』各年版、人民教育出版社。
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「女
性
分

野
」

に
固
執
し
て
い
な
い
。
女
性
は
各
学
歴

レ
ベ
ル
の
割

合
で
す

べ
て
増
加

の

一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
女
性
博
士

の
増
加
幅
は
最
も
大
き
い
。

中
国

に
お
い
て
女
性
が
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会

の
増
加
は
、
都

市
化

の
進
展
、
経
済
成
長
、
中
等
教
育
学
生
の
性
別
構
成
、

一
人

っ

子
、
女
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
ま
り
な
ど
の
諸
要
素

と
関
係

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
女
性
の
高
等
教
育

へ
の
進
学
と
の
相

関
関
係
を
、
高

い
も

の
か
ら
低

い
も
の

へ
と
並
び
か
え
る
な
ら
ば
、

関
連
性

の
高

い
要
素
は
中
等
教
育
の
在
校
生
の
性
別
構
成
、
都
市
化

の
高
ま
り
で
あ
る
。
関
連
性
が
高
く
も
低
く
も
な

い
要
素
は
、
高
校

進
学
率

、
女
性

の
人
口
比

で
あ
る
。
低

い
も
の
は
、
G
D
P
、
大
学

ム
　
　

志
願
者

数
に
お
け
る
少
数
民
族
の
割
合
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
高
等
教
育

に
お
け

る
女
性

の
数
の
増
加
は
複
雑
な
現
象

で
あ
り
、
初
中
等
教
育

段
階
に
お
け
る
意
味
と
は
違

っ
て
、
単
純
に
高
等
教
育

に
お
け
る
両

性

の
平

等
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で

ム
レ
　

あ
る
。

例
え
ば
、
多
く

の
発
展
途
上
国

の
非
正
規
大
学

に
お
け
る
女

子
学
生

の
数
は
み
な
正
規

の
大
学
の
女
子
学
生
数
を
超
え
て
お
り
、

国
に
よ

っ
て
は
前
者
が
後
者

の
四
倍
に
な

っ
て
い
る
。

「高
等
教
育

の
多
様

化
、
第
三
レ
ベ
ル
の
教
育
の
急
速
な
発
展
は
、
女
性
の
高
等

教
育

へ
の
大
量

の
進
学
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
や
は

ム
　
　

り
男
性

と
は
異
な
る
高
等
教
育

で
あ
る
」
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性

が
高
等
教

育
を
受
け
る
機
会

の
実
際
の
状
況
に
対
し
よ
り
具
体
的
に

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
女
子
学
生
は
や
は
り
比
較
的

不
利
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
高
等
教

育

シ
ス
テ
ム
の
男
性
優

位
、
女
性
不
利
と
い
う
基
本
的
局
面
は
ま

っ
た
く
変
化
し
て
お
ら

ず
、
学
校
レ
ベ
ル
お
よ
び
学
歴
レ
ベ
ル
が
高

い
ほ
ど
女
子
学
生
の
割

合
が
低

い
と
い
う
の
が
基
本
的
状
況
で
あ
る
。
重
点
大
学

の
女
子
学

生

の
割
合

は
明
ら
か
に
地
方
大
学
よ
り
低
く
、
本
科
の
女
子
学
生

の

比
率
は
専
科
よ
り
低

い
。
女
子
学
生
は
中

レ
ベ
ル
、
低
レ
ベ
ル
の
高

等
教
育
と
非
正
規
高
等
教
育
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
機
会
を
持

っ
て

お
り
、
非
正
規
高
等
教
育
に
お
け
る
女
子
学
生
の
割
合
は
普
通
大
学

よ
り
高

い
。

全
国
の
正
規
の
普
通
大
学

で
は
、
女
性
博
士

の
割
合
は
急
速

に
高

ま

っ
て
お
り
、
四
年
間
で

一
〇
%
近
く
増
加

し
た
。
し
か
し
、
高
等

教
育
に
お
け
る
女
子
学
生

の
割
合

は
、
依
然

と
し
て

「レ
ベ
ル
が
高

い
ほ
ど
、
割
合
は
低

い
」
と
い
う
基
本
的
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
二

〇
〇
二
年
、
本
科

・
専
科
、
修
士
、
博
士
の
学
生

の
う
ち
女
子
学
生

の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
四
三
・
九
五

%
、

三
九

・
八
九

%
、
二
八
・〇

五
%
で
あ

っ
た

(表
6
参
照
)
。

教
育

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
各
種

の
教
育
課
程
に
あ
る
女
性
の
分
布

は
、
女
子
学
生
が
非
正
規
高
等
教
育
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
機
会
を

ハヨ
　

持
ち
、
社
会
人
大
学
や
高
等
教
育
自
習
試
験
を
受
け
る
女
子
学
生
の

割
合
が
普
通
大
学
よ
り
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
等
教
育
自
習

試
験
を
受
け
る
女
子
学
生
は

一
九
九
九
年
に
す

で
に
五
五
%
を
超
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表61998、2002年 全 国普通大学の学歴 レベルの違いによる

女子学生の割合 単位

1998年 2002年

卒業生 新入生 在学生 卒業生 新入生 在学生

本科 ・専科

修 士

博 士

36.64

32.01

16.62

39.75

36.38

21.87

38.31

34.99

20.20

42.66

38.75

26.05

44.27

40.64

30.35

43.95

39.89

28.05

出所:『 中国教育統計年鑑』1998年 版 、2002年 版 、人民教育出版社。

え
、
二
〇
〇
二
年
、
社
会
人
大
学

の
女
子
学
生

の
割
合
は
五
〇
%
を

超
え
た
。
こ
れ
は
普
通
大
学

の
本

科

・
専
科
の
女
子
学
生

の
割
合
よ

り
明
ら
か
に
高

い
。

女
性
の
高
等
教
育
機
会
に
み
ら

れ
る
都
市
と
農
村
間
の
格
差

は
、

農
村
出
身
の
学
生
が
全
体
的
に
増

加
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
中
、

農
村
出
身
の
男
子
学
生

の
増
加
幅

が
女
子
学
生

の
そ
れ
を
明
ら
か
に

上
回

っ
て
い
る
こ
と
に
主

に
現
れ

て
い
る
。
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
農
村
出
身
の
女
子
学
生
の

分
布

は
、
比
較
的
低
レ
ベ
ル

(専

科
、
高
等
職
業
教
育
な
ど
)
で
運

営
基
盤
の
弱

い
学
校
や
比
較
的
人

気

の
な
い
学
科
、

マ
イ
ナ
ー
な
学

科
に
多
く
集
ま

っ
て
い
る
。
中
国

に
お
け
る
高
等
教
育

の
入
学
機
会

の
性
別
間
格
差
が
全
体
的
に
縮
小

し
て
い
る
傾
向

に
反
し
て
、
農
村

出
身
学
生
の
性
別
間
格
差
は
む
し

ろ
拡
大
し
て
お
り
、
新
た
に
増
え
た
女
性

の
高
等
教
育

へ
の
入
学
機

会
の
多
く
は
、
都
市
部

の
女
子
学
生
が
獲
得
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

二
〇
〇
四
年
、
北
京
理
工
大
学
、
北
京
建
工
学
院

の
学
生
に
対
し
て

都
市
と
農
村
お
よ
び
性
別

の
分
布
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
と

こ

ろ
、
農
村

か
ら
来
た
学
生

の
う
ち
、
女
子

学
生
は
わ
ず

か

一
五
・

七
%
で
あ

っ
た
。
農
村
出
身
の
女
子
学
生
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機

会
は
、
都
市
出
身
の
女
子
学
生
よ
り
少
な
い
上
、
農
村
出
身
の
男
子

学
生
よ
り
も
少
な
い
。
そ
の
他
、

一
九
九
〇
年
代

の
湖
北
省
の
サ
ン

プ
リ

ン
グ
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象

の
男
子
大
学
生

の
う
ち
農
村
出
身

者
は
半
分

(五
二
・
二
八
%
)
を
超
え
た
が
、
農
村
か
ら
来
た
女
子

ム
バ
　

学
生
は
四
分
の

一

(二
三
・四
三
%
)
に
も
満
た
な
か

っ
た
。

こ
の

こ
と
は
教
育
に
お
け
る
性
別
格
差
が
全
体
的

に
縮
小
傾
向
に
あ
る
の

に
反
し
て
、
農
村
出
身
者
で
は
、
高
等
教
育

を
受
け
る
性
別
格
差
は

む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
差
異
は

全
体
的

に
改
善
さ
れ
て
い
る

マ
ク

ロ
的
様

相
に
覆

い
隠
さ
れ
や
す

い

。

高
等
教
育
の
公
平
性
に
影
響
を
与
え
る

主
な
要
素

中
国
の
教
育

の
不
平
等
に
影
響
を
与
え
る
原
因
は
主
に
二
種
類
あ

る
。

一
つ
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
都
市
と
農
村
間
、
地
域
間

の
偏

っ
た
経
済
、
社
会
、
文
化
的
な
発
展
で
あ
る
。
教
育
環
境

の
整

中国における高等教育の不平等とその是正143



備
が
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
、
大
学
は
少
数

の
大
都
市
や
沿
海
地
域

に

過
度
に
集
中
し
、
ま
た
、
貧
困

・
辺
境
地
域

の
基
礎
教
育
が
脆
弱
に

な
る
な
ど
す
る
。

こ
の
よ
う
な
発
展
の
格
差
は
、
経
済
発
展
や
社
会

進
歩
を
通
し
て
の
み
次
第
に
改
善
、
縮
小
さ
れ
る
。

歴
史
的
に
形
成

さ
れ
た
発
展

の
格
差
と
比

べ
て
、
本
当
に
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
二
つ
目
の
原
因
で
あ
る
。

つ
ま
り
教
育

の

公
平
性

に
影
響
を
与
え
る
制
度
的
原
因
で
あ
る
。
歴
史
的

に
形
成
さ

れ
た
発
展

の
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
と
比
較
し
て
言
え
ば
、
制
度

の

変
革
と
政
策

の
調
整
を
通
し
て
教
育

の
公
平
性
を
高
め
る
こ
と
は
、

よ
り
実

現
し
や
す

い
。
こ
の
た
め
、

こ
の
制
度
的
要
素

へ
の
理
解

は
、
我

々
が
注
目
す
る
重
要
な
点
で
あ
る
。
高
等
教
育

の
不
公
平
に

つ
い
て
言
え
ぼ
、
比
較
的
明
確

で
重
要
な
影
響

を
与
え
る
原
因
に

は
、
基
礎
教
育
段
階

の
重
点
学
校
制
度
、
大
学
入
試
制
度

の
設
計
に

存
在
す

る
欠
点
、
お
よ
び
大
学
生
の
学
費
や
資
金
援
助
政
策
な
ど
が

含
ま
れ

る
。

H

基
礎
教
育
の
二
つ
の

「二
元
構
造
」

中
国

の
教
育

の
不
公
平
を
招
く
制
度
的
要
素
は
、
と
り
わ
け
教
育

環
境
と
教
育
機
会

の
公
平
な
配
置
と
い
う
問
題
に
見
ら
れ
る
。
計
画

経
済
時

代
に
、
国
家

の
現
代
化
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
都

市
と
農

村
間
の
二
元
構
造
、
高
度
に
集
中
的
な
計
画
経
済
に
よ
る
資

源
配
置

モ
デ
ル
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
都
市
と
農
村
を
分
け

て
管
理
す
る
二
元
方
式

は
、
都
市

・
農
村
間
と
地
域
間
の
教
育
格
差

を
固
定
化
し
、
拡
大
さ
せ
る
基
本
的
制
度
と
な

っ
た
。

こ
の
制
度
を

長
期
に
わ
た

っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間

の
差
別
と
都
市

と
農
村
間
の
差
別
を
軽
視
し
、
主
に
都
市

の
人
々
の
ニ
ー
ズ
と
利
益

を
出
発
点
と
す
る

「都
市
中
心
」
的
な
価

値
傾
向
が
生
み
出
さ
れ

た
。
教
育
は
あ
る
種
の
公
益
事
業
と
な
り
、
社
会
福
利
的
性
質
も
備

え
、
と
り
わ
け
、
過
去
無
料

で
あ

っ
た
高
等

教
育
は
、
政
策

の
長
期

化
と
と
も
に
あ
る
種

の

「都
市
優
先
」
の
価

値
を
そ
れ
と
な
く
含
む

よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
価
値
は
現
在

で
も
な
お
教
育
の
公
共
政
策
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
例
え
ば
、
現
在
、
全
国
統

一
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
教
材

は
、

主
に
都
市
児
童
の
教
育
環
境
と
学
習
能
力
を
も
と
に
編
纂
、
制
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
教
育
環
境
が
著
し
く
乏

し
い
農
村
や
辺
境
地
域

の
学
生
に
と

っ
て
公
平
性

に
欠

け
る
。
多

く

の
調
査
が
示
す
よ
う

に
、
授
業
難
度
が
高
す
ぎ
、
授
業
に
つ
い
て

い
く
の
が
難
し
い
こ
と

は
農
村
学
生

の
流
失
、
中
途
退
学
を
招
く
原
因
と
し
て
経
済
的
負
担

に
次
ぐ
、
二
番
目
に
重
要
な
原
因
で
あ
る
。

秀
才
を
育
成
し
、
高
等
教
育
に
人
材
を
送

る
こ
と
を
目
的
と
す
る

教
育
領
域
の
エ
リ
ー
ト
主
義
路
線
は
、
基
礎
教
育
段
階

で
重
点
学
校

と
非
重
点
学
校
を
分
け
て
管
理
す
る
も
う

一
つ
の

「二
元
構
造
」
を

生
み
出
し
た
。

小
学
、
中
学
、
高
校

レ
ベ
ル
の
重
点
学
校

制
度
は
、
新
中
国
成
立

後
、
工
業
化
実
現
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
、
さ
ら
に

ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
学
校

へ

「秀
才
」
を
送
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
強

144



い
エ
リ
ー
ト
教
育

の
価
値
観
を
備
え
て
い
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
中

期
に
教
育
主
管
部
門

に
よ
っ
て
正
式
に
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
重
点
を
際
立
た
せ
た
秀
才
育
成

の
教
育
モ
デ
ル
は

依
然
と
し

て
続

い
た
。
豪
華
な
有
名
学
校
や
重
点
学
校
は
地
方
政
府

の
成
果
で
も
あ
り
、
上
位

の
階
層

の

「上
質
な
教
育
」
を
享
受
す
る

と
い
う

二
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
も

の
で
も
あ
る
。
各

レ
ベ
ル
に
設
け

ら
れ
た
重

点
学
校
制
度
は
、
教
育
環
境

の
整
備
バ
ラ
ン
ス
を
悪
化
さ

せ
、
地
域
内
、
区
域
内

の
学
校
間
格
差

の
拡
大
を
招
き
、
少
数

の
重

点
学
校
と
多
く

の
基
盤

の
弱
い

「劣

っ
た
学
校
」
を
人
為
的
に
作
り

出
し
た
。
重
点
学
校
の
大
半
は
都
市
や
町
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

都
市
学
生

の
進
学

に
有

利
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
全
国

の
小
、

中
、
高
校

の
な
か
で
、
約

二
%
が
省

・
市
レ
ベ
ル
の
重
点
学
校

で
あ

る
。
少
数

の
学
校
が
上
質
な
教
育
資
源
を
独
占
し
、
激
烈
な
学
校
選

択
競
争
を
引
き
起
こ
し
、
進
学
競
争
と
受
験
教
育
を
激
化
さ
せ
、
基

礎
教
育

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
招

い
て
い
る
。

都
市
と
農
村

の
二
元
性
、
重
点
と
非
重
点
の
二
元
性
と

い
う
小
、

中
、
高
校

の
学
校
制
度
は
、
階
層
格
差
を
再
生
産
し
、
拡
大
す
る
メ

カ

ニ
ズ
ム
と
な

っ
た
。
学
生

の
家
庭
背
景
は
彼
ら
が
重
点
中
学

・
高

校
に
進
め
る
か
否
か
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
都
市
、
農
村
を
問

わ
ず
、
高
校
教
育

の
階
層
分
化
は
非
常

に
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
上

位
の
階
層

の
子
女
は
重
点
中
学

・
高
校

に
よ
り
入
学
し
や
す
い
が
、

中
間
、
低
階
層
の
子
女
は
普
通
中
学

・
高
校
に
よ
り
多
く
分
布
し
て

い
る
。
高
等
教
育

の
入
学
機
会
格
差
は
ほ
と
ん
ど
が
高
校
教
育
段
階

で
の
機
会
不
均
衡

の
積
み
重
ね
と
延
長
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
中
国
の

一
〇
都
市
で
行

っ
た
調
査

に
よ
れ
ぼ
、
都
市

戸
籍

の
学
生
は
重
点
中
学

・
高
校
に
よ
り
多

く
集
中
し
て
い
る
が
、

農
業
戸
籍
の
学
生

の
多
く
は
普
通
中
学

・
高
校

に
在
籍
し
て
い
た
。

高

い
階
層
の
子
女

の
約
六
二
%
が
重
点
中
学

・
高
校
で
勉
強
し
て
い

る
の
に
対
し
、
低

い
階
層
で
は
正
反
対
で
、
約

六
〇
%
は
非
重
点
学

校

で
学

ん
で
い
る
。
各
地
域

に
お

い
て
、
賛

助
金
ま
た
は
学
校
選

マ
　

択
費
を
納
め
て
高
校

へ
入
学
し
た
学
生

の
割

合
は

一
〇
%
を
超
え
て

い
る
よ
う
で
、
最
高

で
は
三
九
・七
%
に
達
す
る
。
都
市
の
重
点
学

校
で
は
四
分

の

一
の
学
生
が
学
校
選
択
を
経

て
入
学
し
て
い
る
。
中

学
段
階
に
お
け
る
学
校
選
択
費
を
納
め
た
割
合
は
高
校
を
超
え
て
い

る
。
タ
イ
プ

の
異
な
る
高
校
に
お
け
る
、
学
生
の
家
庭
背
景
は
ま
す

ムれ
　

ま
す
類
似
す
る
傾
向
に
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
以
降
、
義
務
教
育

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を
促

進
さ
せ
る
こ
と
は
、
政
府

の
教
育
方
針
と
な

っ
た
。

二
〇
〇
六
年
六

月
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
新

た
に
改
正
し
た

「義
務

教
育
法
」
を
通
過
さ
せ
、
国
務
院
と
各
レ
ベ
ル
の
政
府
は

「教
育
を

合
理
的
に
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
義
務
教
育

の
発
展
を
促
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
と
を
明
確
に
規
定
し
、
立
法
と
い
う
手
段
を
用

い
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
義
務
教
育
の
発
展

を
促
す
方
針
を
確
定
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的

に
、
こ
の
方

針
を
実
現
さ
せ
る
に
は

依
然
と
し
て
複
雑
な
プ

ロ
セ
ス
を
必
要
と
す
る
。
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口

大
学
入
試
制
度
の
影
響

全
国
統

一
大
学
入
試
制
度
は
高
等
教
育
の
機
会
平
等
に
影
響
を
与

え
る
も
う

一
つ
の
基
本
的
制
度
で
あ
る
。
た
と
え
こ
れ
が
現
在
最
も

公
平
な
制
度

で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
て
も
、

こ
の
試
験
制
度
に
も

客
観
的
な
問
題
点
が
存
在
し
、
世
論

の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て

い
る
。
大
学
入
試
制
度
は
試
験
制
度

(試
験
科
目
、
内
容
、
方
法
な

ど
)
と
合
格
制
度

の
二
つ
の
部
分
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
数
年
、

大
学
入
試
制
度
改
革
は
主
に
試
験
制
度
、
と
り
わ
け
試
験
科
目
の
改

革
に
集
中

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
教
育
の
公
平
性
に

影
響
を
与

え
て
い
る
の
は
、
主
に
合
格
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
地

域
間

の
合
格
最
低
点
に
存
在
す
る
巨
大
な
格
差
、
重
点
大
学
の
学
生

募
集

の

「地
元
化
」
傾
向
と
学
生
募
集
制
度
に
お
け
る
特
殊
政
策
と

い
う
三

つ
の
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

ω

傾
斜
す
る
大
学
入
試
得
点
ラ
イ
ン

ニ
○
〇

一
年

八
月
、
青
島

の
女
子
学
生
三
名

が
北
京

へ
降
り
立

ち
、
教
育
部

の

「X
10
0

1
年
全
国
普
通
大
学
高
等
教
育
学
生
募
集

計
画
に
関

し
て
」
が
彼
女
た
ち
の
平
等

に
教
育
を
受
け
る
権
利
を
侵

し
た
と
し

て
訴
え
、
重
大
な
社
会

ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
た
。
当
時
、
青

島
の
文
系
学
部

の
本
科
最
低
合
格
ラ
イ
ン
は
五
三
九
点
で
、
重
点
大

学
の
本
科

は
五
七
五
点

で
あ

っ
た
が
、
北
京
の
重
点
大
学

の
本
科
最

低
合
格

ラ
イ

ン
は
わ
ず
か
四
五
六
点

で
、

=

九
点
も
低
か

っ
た
。

北
京
、
上
海
な
ど
の
大
都
市
の

「低
得
点
高
合
格
率
」
の
や
り
方
は

各
地
で
ま
す
ま
す
強
烈
な
反
感
を
か

っ
た
。

中
国

の
現
行
の
統

一
大
学
入
試
制
度
は
、
形
式
的
に
は
試
験
の
公

平
性
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
学
生
を
合
格

さ
せ
る
方
法
は

「省
ご

と
に
定
員
を
決
め
、
線
を
引

い
て
採
用
す
る
」
も
の
で
、
各
地
の
合

格
定
員
は
受
験
生
数
に
応
じ
て
平
均
的
に
分
配
し
た
も
の
で
は
決
し

て
な
く
、
巨
大
な
格
差
が
存
在
す
る
。

一
九
九
八
年
、
全
国

の
普
通

大
学
の
平
均
合
格
率
は
三
六
%
で
、
上
海
は
六
〇
%
で
あ

っ
た
。
最

低
だ

っ
た
の
は
甘
粛
省

の
二

一
%
で
、
全
国
平
均
合
格
率

よ
り
低
い

省

は

一
〇
省

に
の
ぼ

る
。
二
〇
〇
〇
年
、
全

国
平
均
合
格
率

は
五

一
%
で
あ

っ
た
が
、
北
京
、
上
海
な
ど
の
受

験
生

の
合
格
率
は
七
、

八
〇
%
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
の
た
め
同
じ
試
験
問
題

で
、
各
地

の
合

格

ラ
イ
ン
に
巨
大
な
格
差
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
教
育
の
公
平

性

に
違
反
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
都

市
、
農
村
間
で
従
来
存

在
し
て
き
た
教
育
の
不
平
等
を
激
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
や

り
方
は
何
も
大
学
入
試
に
限

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ぼ
、

一
九

九
八
年
太
原
市
中
等
専
門
学
校
の
合
格
ラ
イ

ン
は
、
非
農
村
出
身

の

学
生
は
三
七
六
点
、
農
村
戸
籍

の
学
生
は
区
域
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ

ムの

　

五
三
二
点
、
五
二
九
点
、
最
大

一
五
六
点

の
格
差
が
あ

っ
た
。
農
村

出
身

の
学
生
は
教
育
を
受
け
る
上
で
す
で
に
非
常
に
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
合
格
制
度

上
の
偏
り
は
、
彼
ら
の

境
遇
を
よ
り
不
利
な
も

の
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

表

7
が
示
す
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
の
全

国
に
お
け
る
各
省
の
合

格
得
点
ラ
イ
ン
に
は
依
然
と
し
て
巨
大
な
格
差
が
存
在
し
て
お
り
、
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2004年 全 国における一部の省の大学入試合格得点ライン表7

文 系 理工系
備 考

地域 重点 本科 重点 本科

北京市 474 435 491 433

上海市 505 463 506 428

天津市 520 472 495 434

河北省 582 550 590 543

湖北省 536 510 561 530

湖南省 568 531 541 496

漸江省 576 535 574 517

江蘇省 575 543

遼寧省 558 485

四川省 541 490 538 483

貴州省 531 463 484 408

青海省 478 390 438 365 チベット語、モンゴル語等による合格最低点

新 彊 538 484 522 447 漢語の試験問題

出所:各 省が公表した学生募集の得点ラインをまとめたもの。

最
高
得
点
と
最
低
得
点

で
は

一
〇
〇
点
前
後

の
差
が
あ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
大
学
入
試
合
格
制
度
は
人

口
の
多

い
省
の
学
生
や
農
村

出
身
の
学
生
が
高
等
教
育

の
機
会
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
教
育

の
公
平
性

に
気
を
配

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
地

の
受
験
生
数
に
応
じ
て
ほ
ぼ
同
じ
合
格
率
を
達
成
す
る
こ

と
は
、
追
求
す
る
に
値
す
る
目
標
で
あ
る
。
高
等
教
育
環
境

の
深
刻

な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
に
は
、
政
府

の
調
整
を
通
し
て
、
劣

位
に
あ
る
中
西
部
地
域

へ
資
源
を
傾
斜
配
分

し
、
人
口
の
多

い
省

へ

募
集
人
数
を
傾
斜
配
分
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
大
都
市

の
合
格

人
数
を
減
ら
し
、
人
口
の
多

い
省
の
合
格
人
数
を
増
や
す

こ
と
を
意

味
す
る
。

こ
こ
数
年
、
国
家

の
学
生
募
集
計
画
は
、
こ
う
し
た
改
革

を
実
施
し
始
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
は
決
し
て
局
面
を
根
本
的
に
改
め
ら
れ

な
い
。
筆
者

の
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
各
省

の
学
生

募
集
総
数
は
三

つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
中
央
部
門
管
轄

の
学
校
は
全
国
の
各
省
、
区
、
市
に
対
し
学
生
募
集
を
し
て
お
り
、

こ
れ
は
新
入
生
獲
得
計
画
全
体
の
約

一
四
%
を
占
め
る
。
省
管
轄
の

大
学
は
省
、
市
を
ま
た
い
で
新
入
生
募
集
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ

は
新
入
生
獲
得
計
画
全
体

の

一
四
%
を
占
め
る
。
そ

の
他

の
七
二
%

は
そ
の
省

の
大
学
が
そ
の
省

で
新
入
生
を
募
集
す
る
分

で
あ
る
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
そ
の
省

の
大
学
の
数
と
学
生
募
集
能
力
は
、
合
格
率

に
影
響

を
与
え
る
最
も
大
き
な
原
因
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
こ
れ
は
最
終
的
に
地
方
の
高
等
教
育
の
発
展
に
よ

っ
て
解
決
し

中国における高等教育の不平等とその是正147



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
等
教
育

の
発
展
速
度
を
高
め
る
考
え
方
と
は
、
ま
ず
民
営
教
育

を
開
放

し
、
民
営
大
学
に
正
常
で
、
公
平
な
発
展
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
高
等
教

育
の
大
衆
化
と
い
う
発
展
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
比
較
的
低

い
階
層

に
重
点

を
置
く
こ
と
を
忘
れ
ず
、
高
学
歴
を
求
め
る
伝
統
的
風
潮
の

中

で
高
等
教
育
が

「低
利
益
、
低
水
準
、
高
階
層
」
と
い
う
誤

っ
た

道
を
歩
む

こ
と
を
防
ぎ
、
二

二
二
年
制

の
実
用
的
な
技
能
教
育
を
行

う

「社
区

学
院
」
(
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
カ
レ
ッ
ジ
)
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
主
と
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
西
洋

の
先
進
国
で
あ

っ
て
も

こ
れ
ら

の
学
校
は
、
そ

の
数
や
育
成
規
模
に
お
い
て
高
等
教
育

の
主

体
と
な

っ
て
い
る
。

②

重
点
大
学
の
学
生
募
集

の
地
元
化
傾
向

清
華
大
学
、
北
京
大
学
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
研
究
型
大
学
は
、
高

等
教
育

シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
頂
点

に
位
置
す
る
。

人
々
の
高
等
教
育
入
学
機
会

の
均
等
に
対
す
る
要
求
は
、
大
学
で
あ

れ
ば

い
い
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
優
秀
な
大
学
入
学
の
機

会
を
得
る

こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
高
等
教
育
の
粗
入
学
率
が
大
幅
に

向
上
し
て
か
ら
、
研
究
型
大
学
に
対
す
る
競
争
は
次
第
に
激
し
さ
を

増
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
学
校

の
地
元
学
生
採
用
数

は
日

増
し
に
増
加
し
、
公
平
性
に
影
響
を
与
え
る
教
育
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
表
8
は
二
〇
〇
四
年

の

一
部
の
研
究
型
大
学
の
地
元
学
生

数
と
そ

の
比
率
を
示
し

た
も
の
で
あ

る
。

こ
れ
よ
り
、
北
京
を
除

2004年 一部の重点大学における地元学生採用率表8

募集総数 本省 ・市の 本省の学生の
(人) 募集数(人) 割合(%)

清華大学 2,541 373 14.7

北京大学 2,693 576 21.4

中国人民大学 2,373 336 14.2

復旦大学 3,172 1,650 52.0

上海交通大学 3,470 1,685 48.6

漸江大学 5,226 3,049 58.3

南京大学 2,711 1,496 55.2

武漢大学 7,016 3,779 53.9

中山大学 6,290 4,232 67.3

ハルビン工業大学 6,189 1,179 19.1

華中科技大学 7,657 3,722 48.6

西安交通大学 4,137 1,223 29.6

出所;『 中国高考年鑑』2004年 版、中国大百科出版社、2005

年。
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き
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学

の
地
元
学
生
採
用
率

は
五
〇
%
前
後
で
、
高

い
学
校

で
は
六
〇
%
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
現
象
を
生
み
出
す
主
な
要
因
は
、

一
九
九
二
年
以
降
大
学
が

実
施

し

て
き
た
新

た
な
大
学
調
整

に
あ
る
。
大
学

は

「共
建
、
調

整
、
合
作

、
合
併
」
(共
同
設
立
、
調
整
、
協
力
、
合
併
)
と

い
う

八
文
字

の
方
針
を
も
と
に
、
計
画
経
済
下
に
作
ら
れ
た
政
府
部
門
に

よ
る
学
校
運
営
体
制
を
打
ち
破
り
、
中
央

の
各
部

・
委
員
会
が
作

っ

た
多
く
の
学
校
を
地
方

へ
移
し
、
同
時
に
学
校
合
併
を
通
し
て
、
学

科

の
総
合
性
を
高
め
、
学
生

の
規
模
を
拡
大
し
、
教
育
効
率
を
高
め

た
。
全
国

に
計

一
〇

一
八
校
あ

っ
た
普
通
大
学
は
、
合
併
を
経
て
二

〇
〇
〇
年

ま
で
に
三
二
四
校
減
り
、
中
央
部
門
の
管
轄
し
て
い
た
大

学
で
地
方
管
理
に
移
行
し
た
学
校
あ
る
い
は
主
に
地
方
が
管
理
す
る

こ
と
と
な

っ
た
学
校

は
三
六
〇
校
に
の
ぼ

っ
た
。
中
央

の
部

・
委
員

会
が
管
理

す
る
大
学
は

一
二
〇
校
前
後
ま
で
減
り
、
そ
の
う
ち
教
育

　お
　

部
が
直
接
管
理
し
て
い
る
の
は
七

一
校
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
大
学
再
編

の
中
、
地
方
政
府
は

「共
建
」
(共
同
設

立
)
の
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
与
し
、
研
究
型
大
学

の
土
地

収
用
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
銀
行
融
資
な
ど
の
面
で
援
助
を
行

い
、
そ

の
交
換
条

件
と
し
て
、
省
の
学
生
の
合
格
率
を
高
め
る
た
め
そ
の
省

の
学
生
募

集
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
大
学

の
そ
の

省
で
の
学
生
募
集
率
は
ま
す
ま
す
高
く
な
る
。
し
か
し
、
中
央

の
財

政
で
興
し
た

「国
立
大
学
」
の
学
生
募
集
も
や
は
り
地
元
が
主

で
、

他
省

の
学
生

の
入
学
機
会
は
減
少
し
た
。

こ
れ
は
公
平
性
を
損
な

っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
が
学
術
上
の
優
れ
た
目
標
を
追
求
す

る
上
で
も
利
益
を
損
ね
て
い
る
。
世
論
の
圧
力
を
受
け
、
教
育
部
は

こ
の
事
態

に
関
与
し
始

め
た
。

二
〇
〇
八
年

の
大
学
学
生
募
集
に
お

い
て
、
自
分
の
省

の
学
生
募
集
割
合
は
全
体

の
三
〇
%
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
と
明
確
に
規
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
規
定
が
効
果
的
に
執

行
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
見
守

っ
て
い
く
し
か
な

い
。

㈲

大
学
の
学
生
募
集
に
お
け
る
特
殊
政
策

中
国

の
大
学

の
学
生
募
集

・
合
格
制
度
に
は
、

一
部

の
学
生
に
対

し
加
点
、
試
験
免
除
な
ど
を
行
う
と

い
っ
た
特
殊
政
策
が
含
ま
れ

る
。

こ
れ
ら
の
特
殊
政
策
に
は
、

一
つ
は
政
治
的
優
遇
、

つ
ま
り
少

数
民
族
、
華
僑
、
香
港

・
マ
カ
オ
、
障
害
者

の
学
生
な
ど
の
特
別
な

受
験
者

へ
の
加
点
規
定
、
お
よ
び
重
大
な
栄
誉
を
得
た
模
範
労
働
者

な
ど
に
対
す
る
試
験
免
除
、
加
点
が
含
ま
れ

る
。

こ
れ
ら
の
優
遇
政

策
は

一
九
四
九
年
以
降
実
施
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
試
験
免
除

と
は
つ
ま
り
推
薦
入
学
政
策
で
、
大
き
な
科
学
技
術
大
会
で
成
績
を

残
し
た
学
生
や
文
芸
、

ス
ポ
ー
ツ
に
秀
で
た
学
生
に
対
し
て
推
薦
入

学
を
行

い
、
こ
れ
ら
の
学
生

は
大
学
入
試

に
参
加
す
る
必
要
が
な

い
。
推
薦
入
学
生
に
は
引
退
し
た
優
秀
な
ス
ポ
ー
ッ
選
手
、
殉
職
警

官

の
子
女
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、

さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
加

点
政
策

が
あ
り
、
例

え
ば
省

・
市

レ
ベ
ル

の

「
三
好
学
生
」
(思

想
、
学
習
、
健
康
と
も
に
優

れ
て
い
る
学
生

)、
優
秀
な
学
生
幹
部

の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
学
生
な
ど
が
当
て
は
ま
る
。
二
〇
〇
三
年
春

の
S
A
R
S
事
件
後
、
優
秀
な
医
療
関
係
者

の
子
女
に
対
し
て
加
点
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政
策
が
設
け
ら
れ
た
。
学
校
の
自
主
権
が
拡
大
す
る
中
、

一
部

の
大

学

に
は
定

員
の
五
%
の
自
主
的
学
生
募
集
権
が
授
け
ら
れ
た
。

こ
の

枠
内
の
学
生
の
合
格

に
は
、
大
学
入
試
得
点
は
必
ず
し
も
反
映
さ
れ

ず
、
大

学
側
の
選
択
す
る
幅
は
広
が

っ
て
い
る
。

大
学
合

格
制
度

に
お
け
る
特
殊
制
度
に
は
、
政
治
的
な
優
遇

の
ほ

か
、

一
回
限
り

の
統

一
大
学
入
試
制
度
の

「
一
度

の
試
験
で

一
生
が

決
ま
る
」、

コ

点

で

一
生
が
決
ま
る
」
と

い
う
弊
害
を
埋
め
合
わ
せ

る
た
め
、

特
別
な
人
材
に
将
来

へ
の
道
を
提
供
す
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、

近
年
社
会
道
徳
、

モ
ラ
ル
の
衰
退
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
の

特
殊
政
策

は

一
部

の
権
力
者
が
私
腹
を
肥
や
す
道
と
な
り
や
す
く
、

大
学
入
試

の
腐
敗

の
温
床

と
な

っ
て
い
る
。
推
薦

入
学
生

の
質
は

年
々
低
下

し
て
お
り
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
大
学
入
試
合
格
者
の
平
均

レ
ベ
ル
よ
り
低

い
。
受
験
生
、
保
護
者
や
社
会

の
各
方
面

は
こ
れ
に

対
し
て
厳

し
い
反
応
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
取
り
や
め
、
学

生

一
人

ひ
と
り
に
平
等
な
競
争
を
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

こ
れ

を
考
慮

し
、
近
年

こ
の
政
策
を
改
め
る
地
域
も
あ
ら
わ
れ
、
黒
龍
江

省
で
は
真

っ
先
に
推
薦

入
学
生
制
度
を
取
り
や
め
た
。
不
正
入
試
を

し
や
す

い
、
基
準
が
あ

い
ま
い
な

「三
好
生
」
、
優
秀
な
学
生
幹
部

な
ど
の
推
薦
入
学
や
加
点
政
策
を
取
り
や
め
た
地
域
も
あ
る
。
し
か

し
総
じ

て
言
え
ば
、
既
存

の

「特
殊
政
策
」
で
は
、
依
然
と
し
て
不

正
が
横
行

し
、
公
平
な
競
争
環
境
を
妨
げ

て
お
り
、

い
っ
そ
う
の
見

直
し
と
改
善
が
望
ま
れ
る
。

日

大
学
の
学
費
政
策
と
資
金
援
助
政
策

新
中
国
成
立
初
期
か
ら

一
九
八
〇
年
代
初

め
ま
で
、
中
国
の
大
学

で
行
わ
れ
て
い
た

の
は

「学
費
免
除
」
に
加

え
て

「人
民
補
助
金
」

の
資
金
援
助
政
策
で
あ

っ
た
。
大
学

の
学
費

は
国
家
が
す
べ
て
負
担

し
、
学
校
は
奨
学
金
、
補
助
金
と
い
っ
た
形

で
学
生
の
勉
学
や
生
活

を
補
助
し
、
そ
の
上
、
無
料
で
医
療
と
宿
舎

を
提
供
し
た
。

一
九
九
七
年
、
全
国
の
大
学
は
学
費
制
度
改
革
を
実
現
さ
せ
、
学

費
を
納
め
て
学
校

へ
通
う
状
況
を
生
み
出
し

た
。
学
費
は
上
昇
し
続

け
て
い
る
。

一
九
九
九
年
、
全
国
の
普
通
大
学

の
平
均
授
業
料
は
二

七
六
九
元

で
、
前
年
度
よ
り
四
〇
・
三
%
増

加

し
た
。

二
〇
〇
〇

年
、
全
国
的

に

一
九
九
九
年
を

ベ
ー

ス
に
さ
ら
に

一
五
%
上
が

っ

た
。
地
域
に
よ

っ
て
は
二
〇
%
に
達
し
た
と

こ
ろ
も
あ
り
、
平
均
授

業
料
は
年
間
四
千
元
を
超
え
た
。
現
在
、
北
京
の
普
通
大
学
は

一
般

的
に
毎
年
五
千
元
前
後

で
、
重
点
大
学
や
人
気
の
あ
る
学
部
は

一
万

元
に
達
し
て
い
る
。
宿
舎
費
、
生
活
費
を
加

え
る
と
大
学
四
年
間
で

六
万
元
前
後
必
要
と
な
る
。

一
般
的
な
大
学

で
も
在
籍
期
間
に
四
万

ム
お
　

元
前
後
必
要
と
な
る
。
学
生

の
実
際

の
支

出
は
、
都
市
部

の
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
の
年
収
あ
る
い
は
農
村
労
働
力

の
二
人
分

の
年
収
に
相
当

す
る
。

こ
れ
は
低
収
入
の
都
市
住
民
や
貧
し

い
農
民
に
と

っ
て
は
、

耐
え
が
た
い
大
き
な
経
済
的
圧
力
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
、
教
育
部
は
大
学
が
受
け
取

る
学
費
は
最
高

で
も
学

生

一
人
当
た
り

の
育
成

コ
ス
ト
の
二
五
%
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
と
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規
定
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
中
国
の
大
学
に
お
け
る
育
成

コ
ス
ト

は
、
理
工
系

で
年
間
約

一
・
四
万
元
か
ら

一
・六
万
元
、
文
系

で
約

一
・二
万
元
か
ら

一
・
四
万
元
で
あ

る
。
学
生

一
人
当
た
り
年
間
五
千

元

の
学
費
を
も
と
に
計
算

し
て
み
る
と
、
学
生
の
負
担
し
て
い
る
教

育

コ
ス
ト

は
約
三
一二
%
か
ら
三
八
%
に
な
る
。
二
〇
〇
四
年
、
中
国

の
公
立
普
通
大
学
の
学
費

・
雑
費
は
す
で
に

一
人
当
た
り
の
平
均
支

出

の
三
二
%
を
占
め
て
い
る
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
先
進
国
の
公

立
大
学

の
学
費
は

一
般
的
に
育
成

コ
ス
ト
の

=
二
%
か
ら

一
五
%
前

後
を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
の
四
年
生

の
公
立
大
学
に
お
け
る

一
九
九
四

年
か
ら

一
九
九
五
年

の
年
間
平
均
学
費
水
準
は
二
六
八
九
ド
ル
で
、

ム
ぬ
　

一
人
当
た
り
の
平
均
年
収
の

一
二
%
前
後
を
占
め
る
。

高
す
ぎ

る
学
費
は
、
大
学
に
膨
大
な

「貧
困
学
生
」
階
層

の
出
現

を
招
く
。

教
育
部

の
統
計

に
よ
れ
ば
、
中
国

の
普
通
大
学
に
お
い

て
、
経
済
的
に
困
難
な
学
生
は
全
在
学
生

の
約

二
〇
%
を
占
め
、
特

　
ゐ
　

に
困
難
な
学
生

の
割
合

は
五
%
か
ら

一
〇
%
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年

の
普
通
大
学
の
在
学
生
約

一
五
二
八
万
人
か
ら
推
定
す
る
と
、
貧
困

学
生
は
約
三
百
万
人
余
り
で
、
特
に
困
難
な
学
生
は

一
三
〇
万
人
前

後
と
な

る
。
西
部
地
域
に
あ
る
地
方
学
院

・
大
学
で
は
、
貧
困
学
生

の
割
合
が
比
較
的
高
く
、
高

い
学
校

で
は
五
〇
%
以
上
に
達
す
る
。

高
額

な
学
費
の
徴
収

を
始
め
て
か
ら
、
国
家

は
奨
学
金
、
奨
学

ロ
ー
ン
、

「勤
工
倹
学
」
(働
き
な
が
ら
学
ぶ
)
制
度
、
学
費
減
免
、

困
窮
学
生

に
対
す
る
補
助
金
の
五

つ
の
方
法

で
貧
困
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
と
な
る
国
家
奨
学

ロ
ー
ン
は
商

業
銀
行
に
よ

っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、

コ
ス
ト
は
高
く
、
リ
ス
ク

が
大
き

い
た
め
、
銀
行
は
消
極
的
で
、
国
家

奨
学

ロ
ー
ン
は
あ
ま
り

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

一
九
九
九
年

か
ら
始
ま

っ
た
国
家
奨

学

ロ
ー

ン
政
策
に
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
ま

で
に
計

一
八
八
・六
万

人

の
学
生
が
申
請
し
て
い
る
が
、
実
際

に
貸
与

さ
れ
た
人
数

は
八

五
・五
万
人
で
あ
る
。
申
請
さ
れ
た
ロ
ー

ン
総
額

は

一
四
〇
・四
億
元

だ
が
、
実
際

に
貸
与
さ
れ
た
金
額
は
六
九

・
五
億
元
で
あ
り
、
実
際

に
借
り

る
こ
と

の
で
き
た
人
数
と
金
額
は
申

請

の
半
数
に
も
満

た

ム
あ
　

な
い
。

二
〇
〇
三
年
、
最
初

の
返
済
期
間

の
ピ
ー
ク
に
突
入
し
た

が
、
借
り
た
学
生

の
平
均
返
済
違
約
率

は
二
〇

%
近
く
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
地
方
大
学
の
中
に
は
、
大
学
生
の
学
費

の
延
滞

・

未
納

の
状
況
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な

っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

こ

れ
は
大
部
分
が
貧
困
学
生
階
層

の
経
済
状
況

を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。奨
学

ロ
ー
ン
政
策
は
数
回

の
改
正
を
経

て
、
二
〇
〇
七
年
に
は
国

家
財
政
を
軸
に
す
え
た
新
た
な
資
金
援
助

シ
ス
テ
ム
を
樹
立
し
た
。

二
〇
〇
七
年
五
月
、
国
務
院
は
、
健
全
な
普

通
大
学
、
高
等
職
業
学

院

・
大
学
お
よ
び
中
等
職
業
学
校
に
お
け
る
貧
困
学
生
の
資
金
援
助

シ
ス
テ
ム
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
文
書
を
公
布
し
た
。

高
等
教
育

の
段
階
で
国
家
奨
学
金
、
国
家
奨
励
奨
学
金
や
国
家
助

成
金
を
設
け
、
こ
れ
を
中
央
と
地
方

の
財
政

が
割
合
を
定
め
て
分
担

す
る
こ
と
に
し
た
。
新
た
な
資
金
援
助
政
策

シ
ス
テ
ム
は
、
資
金
援

助

の
範
囲
が
明
ら
か
に
広
が
り
、
国
家
奨
励
奨
学
金

の
受
給
対
象
者

中国における高等教育の不平等とその是正ISI



は
従
来

の
年
○

・三
%
か
ら
三
%

へ
、
大
学
国
家
助
成
金
は
年

三
%

か
ら
二
〇

%

へ
、
中
等
職
業
教
育

国
家
助
成
金
は
年
五
%
か
ら
九

〇
%
へ
と
拡
大
し
た
。
同
時

に
、
資
金
援
助

の
金
額
も
大
幅

に
増
加

し
、
国
家
奨
学
金
は
従
来

の
学
生

一
人
当
た
り
年
四
〇
〇
〇
元
か
ら

八
〇
〇
〇
元
ま
で
増
え
た
。
新
設
さ
れ
た
国
家
奨
励
奨
学
金
は
学
生

一
人
当
た
り
五
〇
〇
〇
元
、
大
学
国
家
助
成
金
は
従
来
の
学
生

一
人

当
た
り
平

均

一
五
〇
〇
元
か
ら

一
人
当
た
り
平
均
二
〇
〇
〇
元
ま
で

増
え
た
。
中
等
職
業
学
生

の
国
家
助
成
金
は
従
来

の

一
人
当
た
り
平

均

一
〇
〇

〇
元
か
ら

一
五
〇
〇
元

へ
と
増
額
さ
れ
た
。

新
た
な
資
金
援
助
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
各
政
策
が
す
べ
て
実
行

に
移

さ
れ
た
後
、
国
家
が
毎
年
助
成
に
用
い
る
財
政
投
入
、
奨
学

ロ
ー

ン

お
よ
び
学
校
が
供
与
す
る
助
成
経
費

は
五
〇
〇
億
元
前
後
に
ま
で
の

ぼ
り
、
二
〇
〇
〇
万
人

の
貧
困
学
生
が
こ
の
恩
恵
を
受
け
、
全
国

一

八
〇
〇
校

の
約
四
〇
〇
万
人
の
大
学
生

(大
学
生
全
体
の
二
〇
%
を

占
め
る
)

や

一
・五
万
校

の

一
六
〇
〇
万
人
の
中
等
職
業
学
校
生
が

さ
ま
ざ
ま

な
資
金
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
中
央
財
政
が
直
接
処
理
す
る
高
等
教
育
や
中
等
職
業
教

育

の
奨
学
金
は
わ
ず
か

一
八
億
元

で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
秋
季

よ
り

一
五

四
億
元
が
投
入
さ
れ
、
八
倍
近
く
に
増
大
し
た
。
そ
の
う

ち
中
央
財
政
は
九
五
億

元
、
地
方
財
政
は
五
九
億
元
を
投
入
し
た
。

二
〇
〇
八
年
、
中
央
財
政
と
地
方
財
政
は
さ
ら
に
こ
の
基
本
金
額

の

バ
カ
　

倍
額
の
三
〇
八
億
元
を
投
入
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ

は
農
村
の
義
務
教
育
学
費

・
雑
費
を
免
除
し
た
こ
と
に
続
く
、
教
育

の
公
平
性
を
促
す
更
な
る
重
要
な
措
置
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、

「人
を
本
と
す
る
」
科
学
発
展
観
、
調
和

の
取
れ
た

社
会
を
築
く
と
い
う
目
標
を
め
ぐ

っ
て
、
中

国
の
教
育
公
共
政
策
に

マ
ク

ロ
的
転
換
が
生

じ
、
そ
れ
ま
で
実
施

さ
れ

て
き
た

「効
率
優

先
、
あ
わ
せ
て
公
平
性
に
も
配
慮
す
る
」
と

い
う
政
策
が
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
X
10
0

1
年
公
布
さ
れ
た

「全
国
教
育
事
業
第

一
〇

次
五
か
年
計
画
」
で
は
、
第

一
に
教
育

の
公
平
性
を
教
育
改
革
と
発

展

の

「指
導
思
想
と
基
本
原
則
」
と
し
、

「社
会
主
義
教
育

に
お
け

る
公
平
性
と
公
正
性

の
原
則
を
堅
持

し
、
不
利
な
境
遇
に
置
か
れ
て

い
る
人
々
の
教
育
問
題
に
い
っ
そ
う
の
関
心
を
注
ぎ
、
公
民
に

一
生

　ゆ
　

涯
に
わ
た
る
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
し
た
。

政
府
は
教
育

の
公
平
性
を
擁
護
、
促
進
す

る
社
会

の
主
体

で
あ

り
、
教
育
全
体
が
拡
大
を
続
け
る
状
況
に
お

い
て
、
と
り
わ
け
教
育

の
公
平
性
を
擁
護
し
、
弱
者
階
層
を
保
護
し
、
制
度
改
革
と
政
策
調

整
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
教
育

の
公
正
性
に
明
ら
か
な
影
響
、
損
害

を
与
え
る
制
度
的
要
素
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
目
下
、
中

国
の
教
育
公
共
政
策
の
見
直
し
は
、
主

に
投

入
金
額
の
増
加
、
教
育

環
境
の
改
善
に
あ
る
。
教
育

の
外
部
環
境
が
次
第
に
改
善
さ
れ
る
こ

と
に
伴

い
、
実
質
的
な
教
育
体
制
改
革
を
推

し
進
め
、
高
等
教
育
の

管
理
な
ど
教
育
内
部

の
深
刻
な
問
題
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
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原
注

〈
1
>

毛
礼
鋭

・
沈
灌
群
編

『中
国
教
育
通
史
』
第
六
巻
、
山
東
教
育

出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
五
四
頁
。

〈
2
>

馬
和
民

・
高
旭
平

『教
育
社
会
学
研
究
』
上
海
教
育
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
=

頁
。

〈
3
>

李
文
勝

『中
国
経
済
発
展
戦
略
与
中
国
高
等
教
育
入
学
機
会
的

公
平
』。
原
典
拠
は
劉
海
峰
編

『公
平
与
効
率

二

一
世
紀
高
等

教
育
教
育
革
命
与
発
展
』
福
建
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
二

五
頁
。

〈4
>

中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ゲ暑

"＼≧
'垂

3゚
°
P

e
d
u
.c
n

〈5
>

施
雲
華

・
諸
氏
平

「我
国

「教
育
機
会
均
等
」
建
設
搬
翻
議
」

『江
蘇
教
育
学
院
学
報

(社
科
版
)』

一
九
九
三
年
第

一
期
。

〈6
>

魯
潔

『教
育
社
会
学
』
人
民
教
育
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
、
四

九
五
頁
。
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『教
育

発
展

研
究

B
』

(
　
>

王

一
兵
ほ
か

「八
〇
年
代
発
達
国
家
教
育
改
革
的
趨
勢
和
啓

『教
育
研
究
』

一
九
九
二
年
第
六
期
。

楊
東
平

『中
国
教
育
公
平
的
理
想
与
現
実
』
北
京
大
学
出
版

二
〇
〇
六
年
を
参
照
の
こ
と
。

中
華
人
民
共
和
国
教
育
部

『全
国
教
育
事
業
第
十
個
五
年
計

人
民
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

楊
東
平

「高
等
教
育
入
学
機
会
ー

改
善
之
中
的
城
郷
差
距
」

二
〇
〇
五
年
第

一
期
。

湯
敏

「再
淡
拡
招
拡
錯
了
嘱
」
『南
風
窓
』
二
〇
〇
六
年
三
月

七
日
。

〈12
>

衛
宏
、
修
士
学
位
論
文

『我
国
城
郷
高
等
教
育
機
会
均
等
的
実

証
研
究
』
北
京
師
範
大
学
教
育
学
院
、
二
〇
〇
三
年
。

〈13
>

呉
小
兵
、
修
士
学
位
論
文

『高
校
収
費
体
制
下
的
貧
困
生
研

究
』
北
京
理
工
大
学
人
文
学
院
、
二
〇
〇
四
年
。

〈14
>

王
偉
宣

「不
同
社
会
階
層
子
女
高
等
教
育
入
学
機
会
差
異
的
研

究
」
『民
辮
教
育
研
究
』
二
〇
〇
五
年
第
四
期
。

〈15
>

一
九
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度

の

『中
国
教
育
統
計
年

鑑
』
人
民
教
育
出
版
社
。

〈16
>

楊
東
平

『中
国
教
育
公
平
的
理
想
与
現
実
』
第
八
章
、
北
京
大

学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
の
こ
と
。

〈17
>

史
静
簑

『世
界
教
育
大
系

・
女
性
教
育
』
吉
林
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
二
頁
。

〈
18
>

"
≦
b

。
。
訂
。
こ

♂

。F
魯

ミ

隷
亀
識
§
ミ
き

醤
§

寒

§

ミ

凡畢

a
l
R
ef
orm
,
G
re
e
n
w
o
o
d
P
re
ss,
U
S
A
,
1
9
9
2
°
『
世

界
教
育

大
系

・
女

性
教

育
』

よ

り
転

用

。

〈
19

>

豊
鉦

『
中

国
婦

女
教

育
』

漸
江

教
育

出
版

社

、

一
九

九

五
年
、

八

三
頁
。

〈
20

>

楊
東

平

「高

中

階

段
的

社

会

分
層

和

教
育

機

会

獲
得

」

『
清
華

大

学
教
育

研
究

』

二
〇

〇
五
年

第

三
期

。

〈
21
>

『中

国
財

経
報

』

一
九
九

八
年

八

月

二
〇

日
。

〈
22

>

『中

国
高

等
教

育
』

二
〇

〇
〇

年
第

二
二
期

。

〈
23
>

呉

小
兵

、
修
士

論
文

『
大
学

生
施

欠
学

費
的

影
響

因
素

研
究

』

北

京

理

工
大
学

高

等

教
育

研

究

所
、

二
〇
〇

四
年

一
月

。

「
社
会

掲

助

力
量

偏
向
名

牌
高

校

」

『新

京
報

』

二
〇
〇
五

年

一
月

一

一
日
。
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〈24
>

北
京
大
学
課
題
組

『
既
要
着
眼
於
未
来
、
也
要
立
足
於
現
実

ー

対
徐
演
慶
及
湯
敏
、
左
小
蕾
文
章
的
答
復
』

一
九
九
九
年
。

〈25
>

『中
国
教
育
報
』
二
〇
〇
四
年
九
月

一
日
。

〈26
>

「国
家
助
学
貸
款
亮
起

「黄
灯
」」
『文
匪
報
』
二
〇
〇
四
年
五

月
二
五
日
。

〈27
>

凋
蕾

「農
村
義
務
教
育
成
為
国
家
教
育
投
入
重
中
之
重
」
『光

明
日
報
』
二
〇
〇
七
年
九
月

一
〇
日
。

〈28
>

中
華
人
民
共
和
国
教
育
部

『全
国
教
育
事
業
第
十
個
五
年
計

画
』
人
民
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
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訳
注
(1
)

文
化
大
革
命
の
時
代
、
毛
沢
東
の
指
示

(七
二

一
指
示
)
を
も

と
に
設
け
ら
れ
た
大
学
。
学
生
は
実
践
経
験
の
あ
る
労
働
者
や
農
民

な
ど
か
ら
選
ば
れ
、
卒
業
後
は
職
場
に
復
帰
し
た
。

(2
)

大
学
の

一
部
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
学
院
。

(3
)

独
学
者
対
象

の
学
位
認
定
試
験
。

(4
)

賛
助
金
と
は
、
学
校
へ
の
寄
付
金
。
学
校
選
択
費
と
は
、

一
般

的
に
は
環
境
の
整

っ
た
中
学
、
高
校
が
学
区
外
に
住
む
学
生
を
受
け

入
れ
る
際
に
徴
収
す
る
入
学
金
の
類
。
合
格
点
に
満
た
な
い
学
生
な

ど
が
入
学
を
希
望
す
る
際
に
も
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
問
題
と
も

な

っ
て
い
る
。


